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安全のために必ずお守りください
　

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いい
ただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示
で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想
定される内容」を示しています。

注意
この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容」を示してい
ます。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。



�

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

警告
[異常時の処置]
 故障のまま使用しない

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

 異常のまま使用しない

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

 ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

規定容量の
ヒューズを

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。

[使用方法]
 運転中に操作をしない

画面を長く見る必要がある複雑な機能は、自
動車の運転中に操作をしないでください。前
方不注意となり交通事故の原因となります。
操作は、必ず安全な場所に車を停車させて
行ってください。また運転中、画面を注視す
る時間は必要最低限としてください。
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お買い上げ後すぐにお使いになりた
いときは、「ここだけ読めばすぐ使え
ます」の項目をお読みください。CD 
やラジオなどの基本的な操作方法を
説明しています。
基本操作以外の便利な機能について
は、「CDを聞く」や「ラジオを聞く」、

「音を調節する」など、それぞれの項
目をお読みください。

マークについて

 注意マーク
安全のために必ず守っていただきた
いこと、本機を操作するときの注意
事項、性能を維持するための注意事
項について説明しています。

 用語説明マーク
操作や機能などの用語について説明
しています。

 メモマーク
操作上のヒントや便利な使いかたな
どについて説明しています。

 CDマーク

内蔵CDプレーヤーで、CDを再生す
るときの操作方法を説明しています。

 CD-ROMマーク

内蔵CDプレーヤーで、WMA ／ MP3
／ AAC ／ WAVファイルを再生する
ときの操作方法を説明しています。

 マルチCD マーク

別売のマルチCDプレーヤーを本機に
接続したときの操作方法を説明して
います。

本書のみかた
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SRC/OFFボタン
ソース/オフ

DISP/BACK/SCRLボタン
ディスプレー/バック/スクロール

CD挿入口

ロータリーコマンダー USBポート

ボタン
イジェクト

AUX入力端子

BAND/ESCボタン
バンド/エスケープ

TI/CLOCKボタン
トラフィックインフォメーション/クロック

MUTEボタン
ミュート

S.Rtrvボタン
サウンドレトリバー

/LISTボタン
リスト

/iPodボタン
ランダム/アイポッド

ボタン
リピート

本体

各部のなまえ
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メニューおよびリストを表示していて、上の階層がある場合
に点灯します。
階層があるリストを表示しているときに、点灯します。
メニューおよびリストを表示していて、下の階層がある
場合に点灯します。
表示されている文字列が、トラックアーティスト名のと
きに点灯します。
また、iPodでブラウズ中に、アーティストで絞り込んだ
ときに点灯します。

表示されている文字列が、アルバムタイトルのとき
に点灯します。
また、iPodでブラウズ中に、アルバムで絞り込んだ
ときに点灯します。
表示されている文字列が、トラックタイトルのと
きに点灯します。
また、iPodでブラウズ中に、曲で絞り込んだとき
に点灯します。
サブウーファーの設定がONのときに点灯し
ます。

iPodのコントロールモードが、IPODに設定されているときに点灯します。
ソースやメディア・圧縮フォーマットなどによって、異なる情報を表示します。
　ラジオ：バンドと周波数
　オーディオCD：トラック番号と再生経過時間
　WMA／MP3／WAV／AAC：フォルダー番号、トラック番号と再生経過時間
　ファンクション／オーディオ／初期設定：各種の設定内容

サウンドレトリバーの設定がONのときに点灯します。
iPodでシャッフルプレイまたは全曲シャッフルをしているときに点灯します。

ランダム再生時に点灯します。
リピート再生時に点灯します。

ステレオ放送を受信しているときに点灯します。
ラウドネスの設定がONのときに点灯します。

:リピートの範囲がフォルダーのときに点灯します。
:ランダムの範囲がフォルダーのときに点灯します。

ディスプレイの表示内容
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別売のリモコン「CD-R500」で、本機を操作できます。
リモコンの取り扱いについては、リモコンの説明書をお読みください。

VOLUMEボタン

BAND/ESCAPEボタン
LIST/ENTERボタン

AUDIOボタンFUNCTIONボタン

DISP/SCRLボタンSRC（SOURCE）ボタン

�（ポーズ）ボタン

�/�/�/�ボタン 

MUTEボタン

 メモ
● a／ b／ c／ dボタンは、ロータリーコマ

ンダーの「上、下、左、右に操作する」と同
じ働きをします。

別売のリモコン「CD-R500」について
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多様なメディアと  
圧縮フォーマットに対応

本機は、音楽CDのほか、次のメディ
アに収録した圧縮オーディオファ
イルを再生できます。

・CD-R ／ CD-RW
・USBポータブルオーディオプ

レーヤー
・USBメモリー

対応する圧縮フォーマットは、次
のとおりです。

・WMA
・MP3
・AAC
・WAV

対応とご注意について詳しくは、                    
➡88 ～ 92ページ。

また、iPodの接続にも対応してい
ます。

さらに、圧縮フォーマットの楽曲
の音を補正する機能として、「アド
バ ン ス ド・ サ ウ ン ド レ ト リ バ ー」
を搭載しています。この機能によ
り、CDに迫る音質での再生が可能
になります。

本 機 と 別 売 のBluetooth用 ア ダ プ
ター（例：CD-BTB10）を組み合わ
せると、Bluetooth対応のオーディ
オプレーヤーの再生やBluetooth対
応の携帯電話でのハンズフリー通話
をワイヤレスで実現できます。

USB機器の接続
対応するUSB機器や接続時のご注意
については➡91、101ページ。

 ご注意
● 本機と組み合わせて使用しているときに

USB機器のデータが消失しても、消失した
データの補償についてはご容赦ください。

● USB機器を本機に接続する際は、USBケー
ブル（例：CD-U51E）を使用してください。
USBケーブルを使わずに直接接続すると、
USB機器が突起物となり危険です。

iPodの接続
本機は、iPodを本機のUSBポートに
接続して操作できます。メ イ ン ユ
ニット側からの操作はもちろん、

「コントロールモード」によって
iPod側からの操作が可能です。ス
ムーズな選曲が実現できます。
対応するiPodや接続時のご注意につ
いては➡92ページ。

 ご注意
● 本機と組み合わせて使用しているときに

iPod のデータが消失しても、消失したデー
タの補償についてはご容赦ください。

本機の特徴
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50枚型マルチCD  
プレーヤーの使用について

本機では、50枚型マルチCDプレー
ヤーの取扱説明書に記載されている
50枚型マルチCDプレーヤー特有の
機能は操作できません。本機で操作
できるのは、本書に記載されている
機能のみです。

バッテリー上がりを  
防ぐために

本機をお使いになるときは、必ず車
のエンジンをかけてください。また、
本機が電源OFFのときでも、車のエ
ンジンを止めた状態で、長時間、車
のイグニッションスイッチをON（ま
たはACC）にしないでください。バッ
テリーが上がるおそれがあります。
 ご注意
● 車のバッテリー交換などで本機に電源が供給

されなくなると、本機は初期状態に戻ります。
本機が初期状態に戻ると、ラジオのプリセッ
トメモリー、時計、オーディオ調整などの設
定内容は消去されてしまいます。

　オーディオ調整の設定内容などは、メモして
おくことをおすすめします。再設定の方法に
ついては、それぞれのページを参照してくだ
さい。
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サブウーファーを組み合わせている場合、本機でサブウーファーの設定ができます。
サブウーファーの設定方法は、接続方法やシステムによって大きく異なります。次の
表に従い、お手持ちのシステムに合わせて、正しく設定してください。

NO

サブウーファーを
接続している。

リアスピーカー端子にサブウ－
ファーを接続している。

タイプ 2タイプ１

外部アンプを
使用している。

タイプ 3 タイプ 5タイプ 4

YES

YES

YES

YES

YES

NO
NO

NO

パワード

使用している。
ウーファーを

サブ

NO

NO

YES

外部アンプを
使用している。

NO

パワード

使用している。
ウーファーを

サブ

YES

サブウーファーの設定について
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タイプ1
※入力レベルコントロール付きパワーアンプ

を接続している場合は、入力レベルコント
ロールを「推奨位置」に設定する。

※ローパスフィルター付きパワーアンプの場合
は、ローパスフィルターをOFFに設定する。

※パワードサブウーファーの場合は、遮断周
波数を最高値に設定する。

1 初期設定メニューで、リアスピーカー出力
の設定をREAR SP :SUB Wにする

 （➡77ページ）
2 オーディオ調節メニューで、SW SETTING 

1をONにする
 （➡69ページ）
3 必要な場合は、各メニューで微調整する
 （➡64ページ）

タイプ2 1 初期設定メニューで、リアスピーカー出力
の設定をREAR SP :SUB Wにする

 （➡77ページ）
2 オーディオ調節メニューで、SW SETTING 

1をONにする
 （➡69ページ）
3 必要な場合は、各メニューで微調整する
 （➡64ページ）

タイプ3
※入力レベルコントロール付きパワーアンプ

を接続している場合は、入力レベルコント
ロールを「推奨位置」に設定する。

※ローパスフィルター付きパワーアンプの場
合は、ローパスフィルターをOFFに設定す
る。

※パワードサブウーファーの場合は、遮断周
波数を最高値に設定する。

1 初期設定メニューで、リアスピーカー出力
の設定をREAR SP :FULLにする

 （➡77ページ）
2 初 期 設 定 メ ニ ュ ー で、RCA出 力 設 定 を

PREOUT :SUB Wにする
 （➡77ページ）
3 オーディオ調節メニューで、SW SETTING 

1をONにする
 （➡69ページ）
4 必要な場合は、各メニューで微調整する
 （➡64ページ）

タイプ4
※入力レベルコントロール付きパワーアンプ

を接続している場合は、入力レベルコント
ロールを「推奨位置」に設定する。

※ローパスフィルター付きパワーアンプの
場合は、ローパスフィルターをOFFに設
定する。

1 初期設定メニューで、リアスピーカー出力
の設定をREAR SP :FULLにする

 （➡77ページ）
2 初 期 設 定 メ ニ ュ ー で、RCA出 力 設 定 を

PREOUT :REAR にする
 （➡77ページ）

タイプ5 1 初期設定メニューで、リアスピーカー出力
の設定をREAR SP :FULL にする

 （➡77ページ）
2 初 期 設 定 メ ニ ュ ー で、RCA出 力 設 定 を

PREOUT :REAR にする
 （➡77ページ）
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本機をひととおり操作する

ここでは、電源を入れてから切るまでのひととおりの操作を説明しています。
使うボタンは、SRC/OFFとロータリーコマンダーです。

SRC/OFFボタン

ロータリーコマンダー

こ 

の 

操 

作 

で 

使 

う 

ボ 

タ 

ン 

な 

ど

SRC/OFFを押して、 
電源をONにする

本機の電源がON になります。

 お知らせ
●	ディスクをCD挿入口に差し込んだときも、
電源がONになります。

11 SRC/OFFを押して、 
ソースを切り換える

押すたびに次の順序で切り換わります。
TUNER（ラジオ：FM/AM） 
↓ 
COMPACT DISC（内蔵CD） 
↓ 
MULTI CD（マルチCD）（別売） 
↓ 
USBまたはUSB-IPOD（別売） 
↓ 
EXTERNAL（エクスターナル１）（別売） 
↓ 
EXTERNAL（エクスターナル2）（別売） 
↓ 
AUX1（外部機器1）(別売） 
↓ 
AUX2（外部機器2）(別売） 
↓ 
BT AUDIO（Bluetoothオーディオ）（別売） 
↓ 
TELEPHONE（Bluetooth携帯電話）（別売）

 ソースとは
　SRC/OFFを押すと切り換わる、内蔵CDや
ラジオなどの音源のことです。

22
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本機をひととおり操作する

 エクスターナル
　本機には、エクスターナルという特殊なソー
スがあります。このソースには、本機がソー
スとして対応していない製品(将来発売され
るパイオニア製品など)を接続できます。た
だしエクスターナルでは、操作できる機能が
限られる場合があります。

　本機には、2	台のエクスターナル製品を接続
できます。この場合、エクスターナル1	とエ
クスターナル2	が自動で設定されます。

ロータリーコマンダーを回して、 
音量を調節する

大きくする ：右回し
小さくする ：左回し

音量の調整範囲は0 ～ 62です。
約4秒間、音量の値が画面に表示さ
れます。

SRC/OFFを長く押して、 
電源をOFFにする

電源がOFFになります。

33

44

 ご注意
●	次の場合、該当のソースには切り換わりま
せん。
　・対応する機器を接続していない
　・ディスクまたはマガジンをセットしてい

ない
　・AUXソースをOFFにしている	 	
（➡75ページ）

　・BT	AUDIOソースをOFFにしている	
（➡78ページ）

●	USB機器またはiPodを接続していないと
きは、該当のソースに切り換えても「NO	
DEVICE」と表示されます。
●	AUX1	は初期設定ではONに設定されていま
す。使用しない場合はOFFに設定してくださ
い（➡75ページ）。
●	本機の青リード線（アンテナコントロール）
に車側のオートアンテナのコントロール端
子を接続している場合、ソースをラジオに
すると車に装備されているオートアンテナ
が伸びます。

 メモ
●	CDをセットしたまま電源をOFFにすること
もできます。
●	電源がOFFのときでも、hを押してCDを取
り出すことができます。
●	時計を表示させている場合、電源をOFFにし
ても時計は表示されます。

● 電源をONにする ● ソースを切り換える
● 音量を調節する ● 電源をOFFにする
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CDのふだんの操作

ここだけの操作で、CDを聞くことができます。
使うボタンは、SRC/OFF、ロータリーコマンダー、hです。

　

CDをCD挿入口に差し込む

再生が始まります。

 ご注意
●	ディスクはタイトル面を上にして差し込みます。
●	CD挿入口には、CD以外のものを入れないで
ください。故障の原因となります。

●	CDシングル（8	cm	CD）もアダプターなし
で再生できます。アダプターは絶対に使用し
ないでください。

ソースがマルチCDになるまで、
SRC/OFFを押す

再生が始まります。

11

11

　

ロータリーコマンダーを上下
に操作して、フォルダー（ディ
スク）を選ぶ

次のフォルダー（ディスク）を選ぶ：
上に操作する

前のフォルダー（ディスク）を選ぶ：
下に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、曲を選ぶ

次の曲を選ぶ ：右に操作する
前の曲を選ぶ ：左に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に操作し続けて、早送り／早
戻しする

早送りする ：右に操作し続ける
早戻しする ：左に操作し続ける

2    2    

33
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ボタンSRC/OFFボタン

ロータリーコマンダー

CD挿入口こ 

の 

操 

作 

で 

使 

う 

ボ 

タ 

ン 

な 

ど
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CDのふだんの操作

画 

面 

の 

表 

示 

例

SRC/OFFを押して、他の
ソースに切り換える。または、
SRC/OFFを長く押して、電
源をOFFにする

再生が終わります。

　

hを押して、CDを取り出す

CDが出てきます。

 ご注意
●	出てきたディスクはすぐに取り出して保管し
てください。CD挿入口からディスクを出し
たまま走行すると危険です。

●	CD/CD-R/CD-RWを使用するときのご注意
については、➡86ページ。

55

66

 メモ
●	圧縮オーディオファイルの再生時は、BAND
を長く押すと、フォルダー 01（ROOT）に
戻ります。ただし、フォルダー 01（ROOT）
にファイルがない場合は、次のフォルダーか
ら再生が始まります。
●	ディスクをセットしたまま、電源をOFFにし
たり他のソースに切り換えることができます。
●	圧縮オーディオファイルと音楽データが混在
しているディスクの場合、切り換えて再生で
きます。切り換えるときは、BANDを押しま
す。再生は、切り換えた側の一番先頭の曲か
ら始まります。
●	圧縮オーディオファイルに設定された、ト
ラックタイトルやアーティスト名が表示でき
ます（➡36ページ）。表示する設定になって
いる場合、ディスクを挿入したときや、ほか
のソースから内蔵CDに切り換えたときなど
に、タイトルを自動的にスクロールします。
●	圧縮オーディオファイルを早送り／早戻しし
ているときは、音声は出力されません。
●	VBR（可変ビットレート）で録音された圧
縮オーディオファイルを早送り／早戻しする
と、再生経過時間が正しく表示されないこと
があります。
●	ディスクを挿入すると、本機はディスクから
ファイル形式などの情報を読み取ります。こ
の間、画面には「FORMAT	READ」と表示
されます。
●マルチCDが準備動作（CDの有無の確認や
CDの情報の読み込みなど）をしている場合
があります。このとき、ソースをマルチCD
に切り換えると、「READY」と表示されます。
●マルチCDの再生中にマガジンを取り出すと、
「NO	MAGAZINE」と表示されます。

● CDを再生する ● フォルダー (ディスク)を選ぶ
● 曲を選ぶ ● 早送り・早戻しする ● CDを取り出す
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ラジオのふだんの操作

ここだけの操作で、ラジオを聞くことができます。
使うボタンは、SRC/OFF、BAND/ESC、ロータリーコマンダーです。

SRC/OFFを押して、 
ソースをTUNERに切り換える

BAND/ESCを押して、 
バンドを選ぶ

押すたびに次の順序で切り換わり
ます。

FM1 
↓ 
FM2 
↓ 
AM1 
↓ 
AM2

11

22

ロータリーコマンダ－を上下
に操作して、プリセット番号
順に受信する（➡39ページ）

次のプリセットチャンネルを選ぶ：
上に操作する

前のプリセットチャンネルを選ぶ：
下に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、放送局を選ぶ（手
動選局）

高い周波数の放送局を選ぶ：
右に操作する

低い周波数の放送局を選ぶ：
左に操作する

33
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SRC/OFFボタン

BAND/ESCボタン
ロータリーコマンダー

こ 

の 

操 

作 

で 

使 

う 

ボ 

タ 

ン 

な 

ど
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ラジオのふだんの操作

画 

面 

の 

表 
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例

ロータリーコマンダーを左右
に操作し続けて離し、放送局を
自動で選ぶ（自動選局）

高い周波数の放送局を自動で選ぶ：
右に長く操作して離す

低い周波数の放送局を自動で選ぶ：
左に長く操作して離す

他のソースに切り換えるか、
電源をOFFにする

ラジオの受信が終わります。

55
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 メモ
●	バンドごとに放送局を6局ずつ登録できます
（➡38、39ページ）。
●	ロータリーコマンダーを左右に操作している
間、途中の放送局を飛ばすことができます。
離したところから自動選局を開始します。
●	電波の強い放送局を選局するには自動選局
を、電波の弱い放送局を選局するには手動選
局をおすすめします。

● バンドを選ぶ ● プリセット番号順に受信する 
● 放送局を選ぶ 
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USB機器のふだんの操作

ここだけの操作で、USB機器の曲を聞くことができます。
使うボタンは、SRC/OFF、ロータリーコマンダーです。

SRC/OFFボタン USBポート

ロータリーコマンダー

こ 

の 

操 

作 

で 

使 

う 

ボ 

タ 

ン 

な 

ど

USBポートのカバーを開け
て、USB機器を接続する

SRC/OFFを押して、ソース
をUSBに切り換える

11

22

ロータリーコマンダーを上下
に操作して、フォルダーを選ぶ

次のフォルダーを選ぶ：
上に操作する

前のフォルダーを選ぶ：
下に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、曲を選ぶ

次の曲を選ぶ ：右に操作する
前の曲を選ぶ ：左に操作する

33
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す
ぐ
に
使
う
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USB機器のふだんの操作

画 

面 

の 

表 

示 

例

ロータリーコマンダーを左右
に操作し続けて、早送り／早
戻しする

早送りする ：右に操作し続ける
早戻しする ：左に操作し続ける

USB機器を外す。ほかのソー
スに切り換える。または、電
源をOFFにする

再生が終わります。

55
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 ご注意
●	対応するUSB機器をご使用ください（➡91、
100ページ）。ただし、対応するUSB	機器で
も正しく動作しない場合があります。
●	USB機器を使用するときのご注意について
は、➡91ページ。

 メモ
●	USB機器は、いつでも本機から取り外すこと
ができます。
●	BANDを長く押すと、フォルダー 01（ROOT）
に戻ります。ただし、フォルダー 01（ROOT）
にファイルがない場合は、次のフォルダーか
ら再生が始まります。
●	USB機器にバッテリー充電機能がある場合、
エンジンスイッチがACCまたはONになって
いるときにUSB機器のバッテリーが充電され
ます。
●	USB機器の情報を読み取るため、再生まで
に時間がかかります。この間、「FORMAT	
READ」と表示されます。

● USB機器の曲を再生する ● フォルダーを選ぶ 
● 曲を選ぶ ● 早送り・早戻しする



��

す
ぐ
に
使
う

iPodのふだんの操作

ここだけの操作で、iPodの曲を再生できます。
使うボタンは、SRC/OFF、ロータリーコマンダーです。

SRC/OFFボタン USBポート

ロータリーコマンダー

こ 

の 

操 

作 

で 

使 

う 

ボ 

タ 

ン 

な 

ど

USBポートのカバーを開け
て、iPodを接続する

SRC/OFFを押して、ソース
をUSB-IPODに切り換える

11

22

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、曲を選ぶ

次の曲を選ぶ ：右に操作する
前の曲を選ぶ ：左に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に操作し続けて、早送り／早
戻しする

早送りする ：右に操作し続ける
早戻しする ：左に操作し続ける

33
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iPodのふだんの操作

画 

面 

の 
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示 

例

● iPodの曲を再生する ● 曲を選ぶ
● 早送り・早戻しする

iPodを外す。ほかのソースに
切り換える。または、電源を
OFFにする

再生が終わります。

55 ご注意
●	iPodにはiPod用USB変換ケーブルのみを接
続してください。iPod用USB変換ケーブル
以外のものを接続すると、本機が正常に動作
しないことがあります。
●	本機に接続する前に、iPodからヘッドホンを
外してください。
●	iPodを使用するときのご注意やiPodの設定
については➡92ページ。
●	再生範囲が1曲リピートのときは、ロータリー
コマンダーを左右に操作して曲を選ぶことは
できません。

 メモ
●	再生しているオーディオブックやPodcast
にチャプターがある場合、チャプターが選
べます。
　・次のチャプターを選ぶ：ロータリーコマン

ダーを右に操作する
　・前のチャプターを選ぶ：ロータリーコマン

ダーを左に操作する
●	エンジンスイッチがACCまたはONになって
いる場合、iPodのバッテリーが充電されます。
●	iPodは本機に接続されている間、iPod自身
で電源をON／OFF	することはできません。
●	エンジンスイッチをOFFにして約2分後に、
本機に接続されているiPodの電源がOFFに
なります。
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よく使う機能をボタンで手軽に操作する

 /LISTボタン
●押すと、ソースごとに異なる

リストが表示されます。
　・COMPACT DISC➡37ページ
　・TUNER➡39ページ
　・USB➡41ページ
　・USB-IPOD➡42ページ
　・TELEPHONE➡55ページ
●USB-IPODソースのときに長

く押すと、リンクプレイモー
ドになります（➡45ページ）。

DISP/BACK/SCRLボタン
●押すたびに、ディスプレイの

表示を切り換えることができ
ます。

●長く押すと、ディスプレイの表
示をスクロールできます。

●ファンクションメニューや
オーディオメニュー、初期設
定メニューの表示中に押すと、
1つ上の階層に戻ります。長く
押すと、メインメニューに戻
ります。

 メモ
●	ディスプレイの表示を変えられないソー
スもあります。

S.Rtrvボタン
●COMPACT DISC、USB、

USB-IPODソースのときに押
すと、アドバンスド・サウン
ドレトリバーの設定を切り換
えることができます（➡32、
40、43ページ）。

　 （リピート）ボタン
●COMPACT DISC、MULTI　

CD、USB、USB-IPODソ ー ス
のときに押すと、再生範囲の設
定を切り換えることができます。

MUTEボタン
●押すと、音声がミュートされ

ます。もう一度押すと、ミュー
トが解除されます。

（ランダム）/iPodボタン
●COMPACT DISC、MULTI　

CD、USBソースのときに押
すと、ランダムプレイをON ／
OFFできます。

●USB-IPODソースのときに押
すと、全曲シャッフルがON に
なります。

●USB-IPODソースのときに長
く押すと、コントロールモード
を切り換えることができます 

（➡46ページ）。
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SRC/OFFを押して、ソースを
COMPACT DISC（内蔵CD）
またはMULTI CD（マルチ
CD）にする（➡16ページ）

ロータリーコマンダーを押
して、メインメニューを表
示する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。

　
REPEAT（再生範囲切換） 

（➡29ページ） 
↓ 
RANDOM（ランダムプレイ設定） 

（➡30ページ） 
↓ 
SCAN（スキャンプレイ設定） 

（➡30ページ） 
↓ 
PAUSE（ポーズ設定） 

（➡31ページ） 
↓ 
SOUND RETRIEVER（アドバン
スド・サウンドレトリバー設定） 

（➡32ページ）

11

22

33

44

55

「繰り返し再生する」「違う曲順で再生す
る」などの便利な機能は、ファンクショ
ンメニューで選んで操作します。

ファンクションメニュー
の切り換えかた REPEAT（再生範囲切換） 

（➡29ページ） 
↓ 
RANDOM (ランダムプレイ設
定） 

（➡30ページ） 
↓ 
SCAN（スキャンプレイ設定） 

（➡30ページ） 
↓ 
PAUSE（ポーズ設定） 

（➡31ページ） 
↓ 
COMP/DBE（コンプレッショ
ン設定） 

（➡33ページ） 
↓ 
ITS PLAY（ITSプレイ設定） 

（➡35ページ） 
↓ 
ITS MEMORY（ITS指定） 

（➡34、35、36ページ） 

 メモ
●	ファンクションメニューに戻るには、
DISP/BACK/SCRLを押します。

●	メインメニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを長く押します。

●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/
ESCを押します（30	秒間、何も操作し
ないと自動的にふだんの再生画面に戻り
ます）。
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ロータリーコマンダーを操作
して、REPEATに切り換え
る（➡28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、RPEATを選ぶ

現在の再生範囲が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、再生範囲を切り換える

次の順序で切り換わります。

DISC（ディスクリピート） 
↓ 
TRACK（トラックリピート）

DISC（ディスクリピート） 
↓ 
TRACK（トラックリピート） 
↓ 
FOLDER（フォルダーリピート）

MCD（マルチCDリピート） 
↓ 
TRACK（トラックリピート） 
↓ 
DISC（ディスクリピート）

11

22

33

曲を繰り返し（リピート）再生できます。
繰り返しの範囲は、いま聞いている曲や
ディスク全体などから選べます。選べる
範囲は、ソースやディスクによって異な
ります。

繰り返し再生する
REPEAT

ディスクリピート： 
いま聞いているディスクを繰り返
し再生します。
トラックリピート： 
いま聞いている曲を繰り返し再生
します。
フォルダーリピート： 
いま聞いているフォルダーを繰り
返し再生します。
マルチCDリピート： 
マルチCDにセットされている、
すべてのディスクを繰り返し再生
します。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを押す前に、ファ
ンクションメニューまたはふだんの再生
画面に戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	再生範囲の設定の切り換えは、 でも操
作できます（➡26ページ）。
●	選んだ再生範囲は、次の機能の再生範囲
に影響します。
　・ランダムプレイ
　・スキャンプレイ
　・ITSプレイ
●	フォルダーリピートは、再生中のフォル
ダー内の曲だけを再生します。サブフォ
ルダー内の曲は、再生しません。
●再生範囲の切り換えは、 でも操作でき
ます（➡26ページ）。

44

55
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ランダムプレイする範囲を選
んでおく

ランダムプレイは、再生範囲切換
で選んだ範囲で行われます（➡29
ページ）。

ロータリーコマンダーを操作
して、RANDOMを選ぶ（➡
28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、ランダムプレイ設定を
ONにする

次の曲から、ランダムに再生されます。
もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	再生範囲がトラックリピートのときにラン
ダムプレイ設定をON	にすると、再生範囲が
次のように切り換わってランダムプレイが行
われます。

　・CD／マルチCD：ディスクリピート
　・圧縮オーディオ：フォルダーリピート
●ランダムプレイのON／ OFFの切り換えは、

/iPodでも操作できます（➡26ページ）。

11

22

33

44

曲やCDを順不同（ランダム）に再生で
きます。いつもと違った曲順で音楽を楽
しみたいときに便利です。

違う曲順で再生する
RANDOM

スキャンプレイする範囲を選
んでおく

スキャンプレイは、再生範囲切換で選
んだ範囲で行われます（➡29ページ）。
■聞きたい曲を探すとき
CD再生時は、ディスクリピートに切
り換えます。圧縮オーディオの再生
時は、フォルダーリピートに切り換
えます。
選んだ再生範囲内のすべての曲を、
約10秒ずつ再生します。
■聞きたいフォルダーを探すとき
圧縮オーディオの再生時に、ディス
クリピート（USBの場合はオールリ
ピート）に切り換えます。
全フォルダーの1曲目だけを、約10 
秒ずつ再生します。
■聞きたいディスクを探すとき
ソースがマルチCD のときに、マル
チCDリピートに切り換えます。
マルチCD 内の全ディスクの1曲目
だけを、約10 秒ずつ再生します。

ロータリーコマンダーを操作
して、SCAN 選ぶ（➡28
ページ）

 メモ
●	スキャンプレイ設定がONになっている場合
は、SCAN	:ONと表示されます。

11

22

曲やフォルダー、ディスクのはじめの約
10秒を次々に再生できます。聞きたい
曲やフォルダー、ディスクを探すときに
便利です。

曲／フォルダー／ 
ディスクを探す

SCAN
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ロータリーコマンダーを押し
て、スキャンプレイ設定を
ONにする

曲やフォルダー、ディスクのはじめ
の約10秒間が次々に再生されます。
スキャンプレイを始めて30秒たつ
と、ふだんの再生画面に自動で戻り
ます。

聞きたい曲やフォルダー、ディ
スクが再生されたら、ロータ
リーコマンダーを押す

スキャンプレイ設定がOFFになり
ます。選んだ曲やフォルダー、ディ
スクが聞き続けられます。

 メモ
●	ふだんの再生画面に戻っていたら、まず手順
2の操作でスキャンプレイ設定を選びます。
次に、ロータリーコマンダーを押すと、スキャ
ンプレイ設定がOFFになります。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	スキャンプレイを始めた曲やフォルダー、
ディスクまで戻ると、スキャンプレイは解除
されます。

●	再生範囲がトラックリピートのときにスキャ
ンプレイ設定をON	にすると、再生範囲が次
のように切り換わってスキャンプレイが行わ
れます。

　・CD／マルチCD：ディスクリピート
　・圧縮オーディオ：フォルダーリピート

33

44

55

ロータリーコマンダーを操作
して、PAUSEを選ぶ（➡
28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、再生を一時停止する

もう一度押すと、再生を再開します。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

11

22

33

曲の再生を一時停止できます。

再生を一時停止する
PAUSE
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ロータリーコマンダーを操作
して、SOUND RETRIEVER
に切り換える（➡28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、SOUND RETRIEVER
を選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、設定を切り換える

次の順序で切り換わります
OFF 
↓ 
1 
↓ 
2

 メモ
●	サウンドレトリバーの効果は、1より2の方
が大きくなります。

11

22

33

音の密度感や抑揚感を向上させて再生で
きます。

 アドバンスド・サウンドレトリバーとは
	 圧縮音声は圧縮処理の際に、人が感じ取りに
くい部分の音を、元の音から削除しています。
アドバンスド・サウンドレトリバーでは、削
除された部分の音を補うことによって、音の
密度感や抑揚感を向上させて再生します。

 

音を補正して高音質化する
SOUND RETRIEVER

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを押す前に、ファン
クションメニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	サウンドレトリバーの設定の切り換えは、
S.Rtrvでも操作できます（➡26ページ）。

44

55



��

C
D
を
聞
く

ロータリーコマンダーを操作
して、COMP/DBEに切り換
える（➡28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、COMP/DBEを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

11

22

再生しているCDの音質に簡単な補正をか
け、より聞きやすい音に調節できます。
COMPとDBEの2つの機能が用意されて
おり、CDの音質を手軽に調節できます。

 ご注意
●	COMP（DBE）機能のないマルチCDを組
み合わせたときは、操作できません。「NO	
COMP」と表示されます。

 COMP
	 COMPは、「Compression（コンプレッショ
ン）」の略です。大きな音と小さな音の音量
差（ダイナミックレンジ）を抑える機能です。

 DBE
	 DBEは、「Dynamic	Bass	Emphasis（ダイナ
ミックバスエンファシス）」の略です。車内で
不足しがちな低音域を押し上げる機能です。

音を聞きやすくする
COMP/DBE

ロータリーコマンダーを回し
て、設定を切り換える

次の順序で切り換わります。
COMP OFF 
↓ 
COMP 1 
↓ 
COMP 2 
↓ 
COMP OFF 
↓ 
DBE 1 
↓ 
DBE 2

 メモ
●	COMPとDBEの効果はどちらも、1より2の
方が大きくなります。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを押す前に、ファン
クションメニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

33

44

55
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ITSプレイ（➡35ページ）で聞きたい曲
だけを再生するために、再生する曲をあ
らかじめ指定しておきます。

 ITS
●	ITSは、「Instant	Track	Selection（インス
タントトラックセレクション）」の略です。
指定した曲だけを再生できます。ITSの指定
は、ユーザーが解除するまで有効です。

MEMORYが点滅していると
きに、ロータリーコマンダー
を押す

選んだ曲が指定されます。
MEMORY COMPLETEと2秒間表
示され、指定が完了します。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	曲の指定はCDごとに行われます。CDを入れ
換えても、曲の指定は解除されません。
●	CD1枚につき、99曲まで指定できます
（「CDX-P1250」、「CDX-P650」以前に発売
されたマルチCDプレーヤーでは、指定でき
る曲は24曲目までになります）。
●	ITSは、CD100枚ぶん指定できます。
●	100枚を超えたときは、一番古い指定内容が
解除されて、新しいCDの曲が指定されます。

77

88

ロータリーコマンダーを上下
に操作して、指定したい曲の
入ったCDを再生する（➡18
ページ）

ロータリーコマンダーを操作
して、ITS MEMORYに切り
換える（➡28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、ITS MEMORYを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを押し
て、曲の番号を選ぶ

番号が点滅します。

ロータリーコマンダーを回し
て、指定したい曲に切り換える

次の曲にする： 右に回す
前の曲にする： 左に回す

ロータリーコマンダーを押し
て、曲を選ぶ

MEMORYが点滅します。
ロータリーコマンダーを回すと、
MEMORYとDELETEが切り換わり
ます。

11

22

33

44

55

66

聞きたい曲を指定する
ITS MEMORY
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ITSプレイする範囲を選ん
でおく

ITSプレイは、再生範囲切換で選ん
だ範囲で行われます（➡29ページ）

ロータリーコマンダーを操し
て、ITS PLAYを選ぶ（➡
28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、ITSプレイをONにする

ITS指定で指定しておいた曲が再生
されます。
もう一度押すと、OFFになります。

 メモ
●	ITS指定されていない場合は、ONにできませ
ん。「ITS	EMPTY」と表示されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	手順1で選んだ再生範囲に、指定した曲がな
い場合は、「ITS	EMPTY」が2秒間表示され、
ITSプレイは始まりません。

11

22

33

44

ITS指定（➡34ページ）で指定した曲だ
けを再生できます。

指定した曲だけ再生する
ITS PLAY

ITS指定（➡34ページ）で指定した曲を
1曲ずつ解除できます。

ITSプレイをONにする 
（➡35ページ）

ロータリーコマンダーを操作
して、ITS MEMORYに切り
換える（➡28ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、曲の番号を選ぶ

番号が点滅します。

ロータリーコマンダーを回し
て、指定を解除したい曲に切
り換える

次の曲にする： 右に回す
前の曲にする： 左に回す

ロータリーコマンダーを押し
て、曲を選ぶ

MEMORY が点滅します。

ロータリーコマンダーを回し
て、DELETEに切り換える

回すたびにMEMORYとDELETEが
切り換わります。

ロータリーコマンダーを押し
て、曲の指定を解除する

再生中の曲の指定が解除され、次
に指定されている曲の再生が始ま
ります。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る 

 メモ
●	現在の再生範囲に、ITS指定された曲がなく
なった場合は、「ITS	EMPTY」が2秒間表示
され、ITSプレイがOFFになります。
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88

曲の指定を1曲ずつ解除する
ITS MEMORY
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ITS指定（➡34ページ）で指定した曲を
CDごとに解除できます。

ITSプレイをOFFにする 
（➡35ページ）

ロータリーコマンダーを操作
して、ITS MEMORYに切り
換える（➡28ページ）

ロータリーコマンダーを押す

番号が点滅します。

 メモ
●	曲の番号は特に指定する必要はありません。

ロータリーコマンダーを押し
て、MEMORYを選ぶ

MEMORY が点滅します。

ロータリーコマンダーを回し
て、DELETEに切り換える

回すたびにMEMORYとDELETEが
切り換わります。

ロータリーコマンダーを押し
て、CDの指定を解除する

「MEMORY DELETE」と約2秒間
表示され、再生中のCDの指定が解除
されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る
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トラックタイトルやアーティスト名など
を表示できます。また、隠れている文字
をスクロール表示することもできます。

 ご注意
●本機の文字表示は、半角英数字のみに対応し
ています。

SRC/OFFを押して、ソース
をCOMPACT DISC（USB
の場合はUSB）にする（➡
16ページ）

DISP/BACK/SCRLを押し
て、表示を切り換える

押すたびに次の順序で切り換わります。
■WMA ／ MP3 ／ AAC再生時

再生経過時間 
↓ 
FOLDER NAME (フォルダー名) 
↓ 
FILE NAME (ファイル名) 
↓ 
TRACK TITLE (トラックタイトル) 
↓ 
ARTIST NAME (アーティスト名) 
↓ 
ALBUM TITLE (アルバムタイトル) 
↓ 
ビートレット

■WAV再生時
再生経過時間 
↓ 
FOLDER NAME（フォルダー名） 
↓ 
FILE NAME（ファイル名） 
↓ 
サンプリング周波数

 メモ
●	隠れている文字を表示するには、DISP/
BACK/SCRLを長く押します。
●	タイトル名などが記録されていないファイル
やフォルダーで表示を切り換えると、「NO	
FOLDER	NAME」などと表示されます。
●	ファイルをエンコード／ライティングしたア
プリケーションによっては、ファイル名など
が正しく表示されないことがあります。

11
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曲の指定をCDごとに解除する
ITS MEMORY

タイトルやアーティスト名を表示する
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圧縮オーディオの再生中に、ファイル名
やフォルダー名の一覧（フォルダー／
ファイルリスト）を見ながら、聞きたい
ファイルやフォルダーを選べます。

SRC/OFFを押して、ソース
をCOMPACT DISC（USB
の場合はUSB）にする（➡
16ページ）

/LISTを押して、フォルダー
／ファイルリストを表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、フォルダー名やファイル
名を切り換える

次のフォルダー／ファイルを選ぶ：
右に回す

前のフォルダー／ファイルを選ぶ：
左に回す

フォルダーの表示時に、ロー
タリーコマンダーを押して、
そのフォルダー内のフォル
ダー／ファイルを表示する

 メモ
●	フォルダーが表示されているときにロータ
リーコマンダ－を長く押すと、そのフォル
ダー内のはじめの曲から再生されます。
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タイトルから曲やフォルダーを探す
ファイルの表示時に、ロータ
リーコマンダーを押して、再
生する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、
フォルダー名やファイル名を切り換えること
もできます。
●	再生は、ファイルの表示時にロータリーコマ
ンダ－を右に操作することでも可能です。
●	前のリスト(1つ上の階層のフォルダー )に戻
るには、DISP/BACK/SCRLを押します。こ
の操作は、ロータリーコマンダ－を左に操作
することでも可能です。
●	最上位の階層に戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。
●	リスト表示中にふだんの再生画面に戻るに
は、BAND/ESCまたは /LISTを押します。

●	フォルダー／ファイルリストは、必ずROOT
から表示されます。
●	フォルダー内に再生できるファイルがない場
合、「NO	FILES」と表示されます。
●	フォルダー内に再生できるファイルがない場
合、ロータリーコマンダ－を押しても再生さ
れません。
●	フォルダー／ファイルリストは、30秒間何
も操作しないと自動的に解除されます。

 ご注意
●	本機の文字表示は、半角英数字のみに対応し
ています。

55
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複数の放送局を 
自動的に登録する

「複数の放送局を自動的に登録する」機能
は、ファンクションメニューで選んで操
作します。

SRC/OFFを押して、ソー
スをTUNERにする（➡16
ページ）

ロータリーコマンダーを押
して、メインメニューを表示
する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

BSMが表示されます。

 メモ
●	ファンクションメニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを押します。

●	メインメニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。

●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/ESC
を押します（30秒間、何も操作しないと自
動的にふだんの再生画面に戻ります）。
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受信状態の良い放送局を自動で探して登
録できます。登録された放送局は、手軽
に受信できます。

 BSMとは
　BSMは、「Best	Stations	Memory（ベスト	
ステーションズ	メモリー）」の略です。

SRC/OFFを押して、ソー
スをTUNERにする（➡16
ページ）

BAND/ESCを押して、登録
するバンドを選ぶ

ロータリーコマンダーを操作
して、BSMにする（➡38
ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、BSMによる登録を始める

登録が完了するとプリセットチャン
ネルリストに切り換わり、プリセッ
トメモリーの１（PCH1）に登録さ
れた局の放送を受信します。

 メモ
●	登録処理中にロータリーコマンダーを押す
と、処理を途中でやめることができます。
●	受信状態の良い放送局が6局より少ないとき
は、前に登録した内容が残ることがあります。
●	バンド1とバンド2を切り換えて使うことで、
より多くの放送局を登録できます。例えば、
バンド1にはふだんよく聞く放送局を登録し
ておきます。旅行先などで、どんな放送局が
あるか知らない地域に行ったときに、バンド
2に切り換えてBSMを使うと便利です。バン
ド1に登録した放送局を消さずに、バンド2
でその地域の放送局を受信できます。
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BSM

ファンクションメニュー
の切り換えかた
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登録した放送局を 
呼び出す

放送局を 
1局ずつ登録する

よく聞く放送局を1局ずつ手動で登録で
きます（プリセットメモリー）。登録した
放送局は、手軽に受信できます。

SRC/OFFを押して、ソー
スをTUNERにする（➡16
ページ）

BAND/ESCを押して、登録
するバンドを選ぶ

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、登録する放送局
を選ぶ

LISTを押して、プリセット
チャンネルリストを表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、登録先のプリセット番号
を選ぶ

プリセット番号はPCH1 ～ PCH6
の中から選べます。

ロータリーコマンダーを長く
押して、放送局を登録する

登録処理中にプリセット番号が点滅
します。
登録が完了すると、プリセット番号
の点滅が終わり、その局の放送を受
信します。
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BSMやプリセットメモリーで登録した放
送局を、プリセットチャンネルリストの
中から選んで受信できます。

SRC/OFFを押して、ソー
スをTUNERにする（➡16
ページ）

BAND/ESCを押して、バン
ドを選ぶ

/LISTを押して、プリセット
チャンネルリストを表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、放送局を切り換える

次のプリセットチャンネルを選ぶ：
右に回す

前のプリセットチャンネルを選ぶ：
左に回す

聞きたいプリセットチャンネ
ルの表示中に、ロータリーコ
マンダーを押して、受信する

 メモ
●	リスト表示中にふだんの再生画面に戻るに
は、	BAND/ESCまたは /LISTを押します。
●	プリセットチャンネルリストは、30	秒間何
も操作しないと自動的に解除されます。
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「繰り返し再生する」「違う曲順で再
生する」などの便利な機能は、ファ
ンクションメニューで選んで操作し
ます。

SRC/OFFを押して、ソース
をUSBにする（➡16ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、メインメニューを表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。
REPEAT（再生範囲切換） 
↓ 
RANDOM（ランダムプレイ設定） 
↓ 
SCAN（スキャンプレイ設定） 
↓ 
PAUSE（ポーズ設定） 
↓ 
SOUND RETRIEVER（アドバン
スド・サウンドレトリバー設定）

 メモ
●	ファンクションメニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを押します。

●	メインメニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。

●	ふだんの再生画面に戻るには、BANDを押し
ます（30秒間、何も操作しないと自動的に
ふだんの再生画面に戻ります）。
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ファンクションメニューの機能は、
CDの場合と基本的に同じです。操作
方法については、CDのページをご覧
ください。

機　能 操　作

RPEAT

➡29ページ
切り換わる再生範囲は、CDの
場合とは異なります。

ALL（オールリピート）	
↓	
TRACK	
（トラックリピート）	
↓	
FOLDER	
（フォルダーリピート）

オールリピート：
すべての曲を繰り返し再生し
ます。
トラックリピート：
いま聞いている曲を繰り返し
再生します。
フォルダーリピート：
いま聞いているフォルダーを
繰り返し再生します

RANDOM ➡30ページ
SCAN ➡30ページ
PAUSE ➡31ページ
SOUND	
RETRIEVER ➡32ページ

ファンクションメニュー
の切り換えかた
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トラックタイトルやアーティスト名など
を表示できます。また、隠れている文字
をスクロールすることもできます。
操作方法は、CDの場合と同じです（➡
36ページ）。

タイトルやアーティスト名
を表示する

ファイル名やフォルダー名の一覧（フォル
ダー／ファイルリスト）を見ながら、聞き
たいファイルやフォルダーを選べます。
操作方法は、CDの場合と同じです（➡
37ページ）。

タイトルから 
聞きたいフォルダーや曲を探す
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曲を探す

ジャンル、アーティスト、アルバムなどの
項目から、好みの曲を選んで再生できます。

 ご注意
●	iPod内のファイルの数によっては、項目の
表示に時間がかかることがあります。

●	本機が表示できない文字がiPod	に記録され
ている場合、その文字は表示されません。

SRC/OFFを押して、ソース
をUSB-IPODにする（➡16
ページ）

/LISTを押して、ブラウズ
モードにする

ロータリーコマンダーを回し
て選びたい項目を表示する

次の項目が表示できます。
PLAYLISTS（プレイリスト） 
↓ 
ARTISTS（アーティスト） 
↓ 
ALBUMS（アルバム） 
↓ 
SONGS（曲） 
↓ 
PODCASTS（ポッドキャスト） 
↓ 
GENRES （ジャンル） 
↓ 
COMPOSERS（作曲者） 
↓ 
AUDIOBOOKS 

（オーディオブック）

ロータリーコマンダーを押し
て、項目を選ぶ

手順3、4の操作を繰り返して、
項目を絞り込む
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ロータリーコマンダーを
回して、聞きたい曲を表
示する

ロータリーコマンダーを
押して、再生する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作し
て、項目を切り換えることもできます。
●	ロータリーコマンダーを右に操作して、
項目を選んだり曲を再生したりもでき
ます。
●	前の項目（1つ上の階層）に戻るには、
DISP/BACK/SCRLを押します。ロー
タリーコマンダーを左に操作すること
でも可能です。
●	最 上 位の階層に戻るには、DISP/
BACK/SCRLを長く押します。
●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/
ESCを押します（30秒間、何も操作し
ないと自動的にふだんの再生画面に戻
ります）。
●	再生したい項目を表示しているときに
ロータリーコマンダーを長く押すと、
その項目内の曲を最初からすべて再生
できます。ロータリーコマンダーを右
に長く操作することでも可能です。

リストを  
アルファベット順に表示する

ロータリーコマンダーを
操作して、目的の項目を
表示する

 /LISTを押して、アル
ファベットの入力画面を
表示する

「ABC SEARCH」と表示されます。

ロータリーコマンダーを
回して、リストの先頭に
表示したいアルファベッ
トを選ぶ

ロータリーコマンダーを
押して、選んだアルファ
ベットから始まるリスト
を表示する

 メモ
●	リストアップできないときは、「NOT	
FOUND」と表示されます。

66
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「繰り返し再生する」「違う曲順で再生す
る」などの便利な機能は、ファンクショ
ンメニューで選んで操作します。

SRC/OFFを押して、ソース
をUSB-IPODにする（➡16
ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、メインメニューを表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。

REPEAT（再生範囲切換） 
↓ 
SHUFFLE（シャッフル設定） 

（➡44ページ） 
↓ 
SHUFFLE ALL 

（全曲シャッフル設定） 
（➡44ページ） 
↓ 
LINK PLAY（リンクプレイ設定） 

（➡45ページ） 
↓ 
CONTROL 

（コントロールモード設定） 
（➡46ページ） 
 ↓
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PAUSE（ポーズ設定） 
↓ 
AUDIOBOOK SPEED（オーディ
オブック速度設定） 

（➡47ページ） 
↓ 
SOUND RETRIEVER（アドバン
スド・サウンドレトリバー設定）

 メモ
●	CONTROLをIPODに設定した場合、CONTROL、
PAUSEおよびSOUND	RETRIEVER以外に
は切り換わりません。
●	ファンクションメニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを押します。
●	メインメニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。
●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/ESC
を押します（30	秒間、何も操作しないと自
動的にふだんの再生画面に戻ります）。

ファンクションメニューの以下の機
能は、CDの場合と基本的に同じです。
操作方法については、CDのページを
ご覧ください。

機　能 操　作

RPEAT

➡29ページ
切り換わる再生範囲は、CDの
場合とは異なります。
ONE（1曲リピート）	
↓	
ALL	
（リスト内全曲リピート）	

1曲リピート：いま聞いてい
る曲を繰り返し再生します。
リスト内全曲リピート：いま
聞いているリスト内のすべて
の曲を繰り返し再生します。

PAUSE ➡31ページ
SOUND	
RETRIEVER ➡32ページ

ファンクションメニュー
の切り換えかた
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すべての曲を  
シャッフルしてから再生する違う曲順で再生する

曲やアルバムを順不同（ランダム）に再
生できます。いつもと違った曲順で音楽
を楽しみたいときに便利です。

ロータリーコマンダーを操作
して、SHUFFLEに切り換え
る（➡43ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、SHUFFLEを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、シャッフルの種類を切り
換える

次の順序で切り換わります。
OFF（オフ） 
↓ 
SONGS（ソングシャッフル） 
↓ 
ALBUMS（アルバムシャッフル）

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを押す前に、ファン
クションメニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る
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SHUFFLE

iPodのミュージックライブラリ内のすべ
ての曲を順不同（ランダム）に再生でき
ます。

ロータリーコマンダーを操作
して、SHUFFLE ALLに切
り換える（➡43ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、全曲シャッフルする

再生が始まり、ふだんの再生画面に
戻ります。

 メモ
●	全曲シャッフルを解除するには、SHUFFLE
でOFFを選びます（➡44ページ）。
●	全曲シャッフルの開始は、 /iPodでも操作
できます（➡26ページ）。

11

22

SHUFFLE ALL
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再生中の曲にリンクした  
リストにショートカットする

再生中の曲にリンクしたリストを直接表
示できます。表示できるのは、次のリス
トです。

・再生中のアーティストのアルバムリ
スト

・再生中のアルバムに収録されている
曲のリスト

・再生中のジャンルのアルバムリスト

 ご注意
●	iPod内のファイルの数によっては、リストの
表示に時間がかかる場合があります。

ロータリーコマンダーを操作
して、LINK PLAYに切り換
える（➡43ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、LINK PLAYを選ぶ

ロータリーコマンダーを回し
て、リンク元を切り換える

次の順序で切り換わります。
ARTIST（再生中のアーティスト） 
↓ 
ALBUM（再生中のアルバム） 
↓ 
GENRE（再生中のジャンル）
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LINK PLAY

ロータリーコマンダーを押し
て、リンク元を選ぶ

リンク元に関連したリストが表示さ
れます。
ARTIST：再生中のアーティストの
アルバムリスト
ALBUM：再生中のアルバムに収録
されている曲のリスト
GENRE：再生中のジャンルのアル
バムリスト

ロータリーコマンダーを操作
して、アルバムまたは曲を選
ぶ（➡42ページ）

 ご注意
●	本機に対応していない文字がiPod	に記録さ
れている場合、その文字は表示されません。
●	リンク元に関連したリストがない場合は、
「NOT	FOUND」と表示されます。

 メモ
●	リンクプレイ切り換えは、ふだんの再生画面
で /LIST	を長く押しても、操作できます（➡
26ページ）。

44
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iPodで選曲して  
本機から再生する

選曲などの操作を、本機とiPodのどちら
でするか切り換えられます（コントロー
ルモード）。iPodに設定すると、iPodの
見慣れた画面で操作できます。日本語の
タイトルも、そのまま見て曲を選べるの
で便利です。

 ご注意
●	以下のiPod	では本機能は使用できません。
　・第5	世代iPod
　・第1世代iPod	nano
　最新の情報については、カロッツェリアホー
ムページ（http://carrozzeria.jp）をご覧く
ださい。

ロータリーコマンダーを操作
して、CONTROLを選ぶ（➡
43ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、コントロールモードを切
り換える

押すたびにIPODとAUDIOが切り換
わります。
IPOD：iPodで選曲などの操作をし
ます。
AUDIO：本機で選曲などの操作をし
ます。

 メモ
●	AUDIOに切り換えると、ふだんの再生画面
に戻ります。

●	IPODに切り換えると、再生が停止されます。
iPodを操作して、再生してください。

11
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CONTROL

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 ご注意
●	IPODに設定した場合は、以下の制限があり
ます。
　・ファンクションメニューの機能は、

CONTROL	MODE、PAUSEおよびSOUND	
RETRIEVER以外には切り換わりません。

　・音量は本機からしか調節できません。
　・ブラウズモード（➡42ページ）には切り

換わりません。

 メモ
●	コントロールモードの切り換えは、 /iPod
でも操作できます（➡26ページ）。
●	コントロールモードをIPODに設定していて
も、本機から次の操作ができます。
　・音量の調節
　・選曲
　・早送り／早戻し
　・タイトルの表示切り換え

33
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オーディオブックの  
再生速度を変更する

オーディオブックの再生中に、オーディ
オブックの再生速度を変更できます。

ロータリーコマンダーを操
作して、AUDIO BOOK 
SPEEDに切り換える（➡
43ページ）

ロータリーコマンダーを
押して、AUDIO BOOK 
SPEEDを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、設定を切り換える

次の順序で切り換わります。
NORMAL(標準） 
↓ 
SLOWER(やや遅い） 
↓ 
FASTER(やや速い）

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを押す前に、ファン
クションメニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

11

22

33

44

55

AUDIO BOOK SPEED

iPodに記録されている曲名やアーティス
ト名、アルバムタイトルなどを表示でき
ます。また、隠れている文字をスクロー
ル表示することもできます。

 ご注意
●	本機の文字表示は、半角英数字のみに対応し
ています。

SRC/OFFを押して、ソース
をUSB-IPODにする（➡16
ページ）

DISP/BACK/SCRLを押し
て、表示を切り換える

押すたびに次の順序で切り換わり
ます。

再生曲数/総曲数、再生経過時間 
↓ 
SONG TITLE（曲名） 
↓ 
ARTIST NAME（アーティスト名） 
↓ 
ALBUM TITLE（アルバム名）

 メモ
●	隠れている文字を表示するには、DISP/
BACK/SCRLを長く押します。
●	本機が対応していない文字がiPodに記録され
ている場合、その文字は表示されません。

11

22

タイトルや 
アーティスト名を表示する
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本機とBluetoothアダプター（例：「CD-
BTB10」）を組み合わせて、Bluetooth
対応のオーディオプレーヤーを使用する
ことができます。ここでは、基本的な操
作方法を説明しています。詳しくは、組
み合わせたBluetoothアダプターの取扱
説明書をご覧ください。

 メモ
●	組み合わせるBluetooth対応オーディオプ
レーヤーによっては、操作や動作が異なる場
合があります。対応機器の取扱説明書も、併
せてご覧ください。

Bluetooth対応オーディオプレーヤー
を、本機のソースとして使用できます。

 ご注意
●	Bluetooth対応機器を本機のBT	AUDIO
ソースとして使用する場合、以下の設定が
必要です。
　・BT	AUDIOソースをONにする（➡78ページ）
　・パスコードを編集する（➡79ページ）
　・Bluetooth接続する（➡49ページ）

SRC/OFFを押して、ソース
をBT AUDIOにする（➡16
ページ）　

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、曲を選ぶ

次の曲を選ぶ ：右に操作する
前の曲を選ぶ ：左に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に操作し続けて、早送り／早
戻しする

早送りする ：右に操作し続ける
早戻しする ：左に操作し続ける

ほかのソースに切り換える
か、電源をOFFにして、BT 
AUDIOの再生をやめる

 メモ
●	組み合わせるBluetooth対応オーディオプ
レーヤーによっては、早送り／早戻し中に音
声が出ない場合があります。

11

22

33

44

Bluetooth対応プレーヤー
のふだんの操作

Bluetoothアダプター
の組み合わせについて
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Bluetooth接続などの機能は、ファンク
ションメニューで選んで操作します。

SRC/OFFを押して、ソース
をBT AUDIOにする（➡16
ページ）

ロータリーコマンダーを押
して、メインメニューを表
示する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。
■プレーヤーが接続されていないとき

CONNECTION OPEN 
（接続待ち受け） 
↓ 
DEVICE INFO（デバイス情報） 

■プレーヤーが接続されているとき 
　（AVRCP接続）

DISCONNECT AUDIO 
（接続解除設定） 
↓ 
PLAY（再生） 
↓ 
STOP（停止） 
↓ 
PAUSE（ポーズ設定） 
↓ 
DEVICE INFO（デバイス情報）

11

22

33

44

55

■プレーヤーが接続されているとき
　（A2DP接続：音声再生のみ）

DISCONNECT AUDIO 
（接続解除設定） 
↓ 
DEVICE INFO（デバイス情報）

選んだ機能を操作する

機　能 操　作

CONNECTION	
OPEN

ロータリーコマンダーを押す
と、「ALWAYS	WAITING」
と表示され、Bluetooth対応
オーディオプレーヤーの接
続待ち受け状態になります。
Bluetooth対応オーディオプ
レーヤーを操作して、本シス
テムと接続します。

DISCONNECT	
AUDIO

ロータリーコマンダーを押
すと、Bluetooth接続が解
除されます。解除されると、
「DISCONNECTED」と表示
されます。

PLAY

ロータリーコマンダーを押す
と、Bluetooth対応オーディ
オプレーヤーの再生が始まり
ます。

STOP

ロータリーコマンダーを押す
と、Bluetooth対応オーディ
オプレーヤーの再生が停止さ
れます。

PAUSE
ロータリーコマンダーを押す
たびに、再生の開始と停止が
切り換わります。

DEVICE	INFO （➡50ページ）

 メモ
●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/ESC
を押します（30秒間、何も操作しないと自
動的にふだんの再生画面に戻ります）。

66

ファンクション 
メニューの切り換えかた
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本システムのデバイス
情報を確認する

ロータリーコマンダーを操作
して、DEVICE INFOに切り
換える（➡49ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、DEVICE INFOを選ぶ

情報の名称が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、情報の名称を切り換える

次の順序で切り換わります。
DEVICE NAME（デバイス名） 
↓ 
BD ADDRESS（BD アドレス）

ロータリーコマンダーを押し
て、情報を表示する

BAND/ESCを押して、ふだ
んの再生画面に戻る

11

22

33

44

55

デバイス情報（DEVICE INFO）
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本機とBluetoothアダプター（例：「CD-
BTB10」）を組み合わせて、Bluetooth
対応の携帯電話を使用することができま
す。ここでは、基本的な操作方法を説明
しています。詳しくは、組み合わせた
Bluetoothアダプターの取扱説明書をご
覧ください。

 メモ
●	組み合わせるBluetooth対応の携帯電話に
よっては、操作や動作が異なります。携帯電
話の取扱説明書も、併せてご覧ください。

電話の待ち受けソース（TELEPHONE）
では、本システムに接続したBluetooth
対応の携帯電話のさまざまな設定ができ
ます。

 ご注意
●	本機でBluetooth対応の携帯電話を使用し
て、ハンズフリー通話をするには、まず
Bluetooth接続をする必要があります（➡58
ページ）。

SRC/OFFを押して、ソース
をTELEPHONEにする（➡
16ページ）

11

電話の待ち受けソース
にする

Bluetoothアダプター
の組み合わせについて
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音声認識機能のある携帯電話を接続して
いる場合、音声操作で電話をかけること
ができます。音声操作について詳しくは、
携帯電話の取扱説明書をご覧ください。

 ご注意
●	音声認識機能のない携帯電話では、操作でき
ません。「NO	VOICE	DIAL」と表示されます。

●	音声認識機能のある携帯電話でも、HFP接続
できていない場合は、操作できません。

SRC/OFFを押して、ソース
をTELEPHONEにする（➡
16ページ）

BAND/ESCを長く押す

「WAIT」と表示されます。

「VOICE DIAL ON」と表
示されたら、電話をかけたい
相手の名前を発話する

発話した名前の相手に発信します。

11

22

33

音声操作で 
電話をかける

どのソースを聞いているときでも、本機
の電源がOFFのときでも、かかってきた
電話に出ることができます。

かかってきた電話に出る

電話がかかってきたら、ロー
タリーコマンダーを押す

電話がつながり、通話できます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上に操作することで
も、電話に出ることができます。

通話中に、ロータリーコマン
ダーを回して、相手の声の音
量（受話音量）を調節する

ロータリーコマンダーを下に
操作して、電話を切る

11

22

33

かかってきた電話に 
出る

次ページに続く
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前ページからの続き

通話中にかかってきた  
別の電話に出る（割込通話）

 ご注意
●	割込通話機能の利用には、携帯電話会社との
契約が必要です。

●	割込通話中は、通話の相手を切り換えること
はできますが、通話を個別に切ることはでき
ません。

電話がかかってきたら、ロー
タリーコマンダーを押す

押すたびに通話の相手が切り換わり
ます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上に操作することで
も、通話の相手が切り換えられます。

ロータリーコマンダーを下に
操作して、電話を切る

通話中の相手だけでなく、保留にし
ている相手の電話も切れます。

11

22

電話に出られないときは、着信を拒否
できます。また、通話中にかかってき
た別の電話の着信を拒否することもで
きます。

かかってきた電話を切る
電話がかかってきたら、ロー
タリーコマンダーを下に操作
する

かかってきた電話の着信を拒否し
ます。

 メモ
●	手動で着信拒否をした場合、電話番号が不在
着信履歴に残ります。（➡55ページ）
●	すべての着信を自動で拒否することもできま
す（➡62ページ）。この場合、電話番号は不
在着信履歴には残りません。

通話中にかかってきた別の電話を
切る

 ご注意
●	通話中にかかってきた電話は、手動で着信拒
否をした場合でも、電話番号は不在着信履歴
に残りません。

電話がかかってきたら、ロー
タリーコマンダーを下に操作
する

かかってきた電話の着信を拒否し
ます。

11

11

かかってきた電話を 
切る（着信拒否）
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ロータリーコマンダーを操作
して、NUMBER DIALに切
り換える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、電話番号の入力画面を表
示する

ロータリーコマンダーを回し
て、入力する数字を選ぶ

次の数字を選ぶ ：右に回す
前の数字を選ぶ ：左に回す

ロータリーコマンダーを押し
て、カーソルを右に移動する

 メモ
●	最大で24桁入力できます。

ロータリーコマンダーを長く
押して、入力した電話番号を
確定する

電話がかかります。
通話を終了するには、ロータリーコ
マンダーを下に操作します。

11

22

33

44

55

電話番号を入力して 
電話をかける

不在着信履歴、発信履歴、着信履歴に記
録されている電話番号に電話をかけるこ
とができます。

SRC/OFFを押して、ソース
をTELEPHONEにする（➡
16ページ）

/LISTを押して、履歴の種
類の選択画面に切り換える

ロータリーコマンダーを回し
て、履歴の種類を切り換える

次の順序で切り換わります。
MISSED CALLS（不在着信履歴） 
↓ 
DIALED CALLS（発信履歴） 
↓ 
RECEIVED CALLS（着信履歴）

目的の履歴を選んで、ロータ
リーコマンダーを押す

履歴データが表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、目的の履歴データに切り
換える

次のデータを選ぶ ：右に回す
前のデータを選ぶ ：左に回す

目的の履歴データを選んで、
ロータリーコマンダーを押す

選んだ履歴データの電話番号が表示
されます。

11

22

33

44

55

66

履歴から電話をかける

次ページに続く
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Bluetooth接続などの機能は、ファンク
ションメニューで選んで操作します。

SRC/OFFを押して、ソース
をTELEPHONEにする（➡
16ページ）

ロータリーコマンダーを押
して、メインメニューを表
示する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。
■携帯電話が接続されていないとき

SEARCH PHONE 
（接続先検索）（➡58ページ） 
↓ 
CONNECTION OPEN 

（接続待ち受け）（➡58ページ） 
↓ 
CONNECT PHONE 

（電話機接続設定）（➡60ページ） 
↓ 
DELETE PHONE 

（電話機登録削除）（➡61ページ） 
↓ 
REFUSE CALLS 

（着信拒否設定）（➡62ページ） 
↓

11

22

33

44

55

ファンクション 
メニューの切り換えかた

前ページからの続き

ロータリーコマンダーを押し
て、電話をかける

選んだ履歴の電話番号に電話がかか
ります。
通話を終了するときは、ロータリー
コマンダーを下に操作します。

 メモ
●	履歴の選択画面に戻るには、DISP/BACK/
SCRLを押します。ロータリーコマンダーを
左に操作することでも可能です。

●	電話番号を表示しているときに履歴の選択画
面に戻るには、DISP/BACK/SCRLを長く押
します。

●	電話の待ち受け画面に戻るには、BAND/
ESCまたは /LISTを押します。

●	履歴の表示は、30秒間何も操作しないと自
動的に解除されます。

77
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AUTO ANSWER 
（自動着信設定）（➡62ページ） 
↓ 
RING TONE 

（着信音設定）（➡63ページ） 
↓ 
AUTO CONNECT 

（自動接続設定）（➡60ページ） 
↓ 
ECHO CANCEL 

（エコーキャンセル設定） 
（➡63ページ） 
↓ 
DEVICE INFO 

（デバイス情報）（➡50ページ）

■携帯電話が接続されているとき
DISCONNECT PHONE 

（接続解除設定）（➡59ページ） 
↓ 
SET PHONE＊1 

（電話機登録設定）（➡59ページ） 
↓ 
DELETE PHONE 

（電話機登録削除）（➡61ページ） 
↓ 
CLEAR MEMORY＊2（ユーザー
メモリー消去）（➡61ページ） 
↓ 
NUMBER DIAL 

（番号入力発信）（➡55ページ） 
↓ 
REFUSE CALLS 

（着信拒否設定）（➡62ページ） 
↓ 
AUTO ANSWER 

（自動着信設定）（➡62ページ） 
↓ 
RING TONE 

（着信音設定）（➡63ページ） 
↓ 
AUTO CONNECT 

（自動接続設定）（➡60ページ） 
↓

ECHO CANCEL（エコーキャン
セル設定）（➡63ページ） 
↓ 
DEVICE INFO 

（デバイス情報）（➡50ページ）

 メモ
●	ファンクションメニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを押します。
●	メインメニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。
●	電話の待ち受け画面に戻るには、BAND/
ESCを押します。
●	30秒間何も操作しないと、自動的に電話の
待ち受け画面に戻ります。ただし、次の機能
の場合は自動では戻りません。
　・SEARCH	PHONE
　・CONNECTION	OPEN
　・CONNECT	PHONE
　・DISCONNECT	PHONE
　・CLEAR	MEMORY
　・NUMBER	DIAL
＊1	接続中の電話機が登録されているときは、
SET	PHONEには切り換わりません。
＊2	接続中の電話機が登録されていないときは、
CLEAR	MEMORYには切り換わりません。
●	DEVICE	INFOの操作方法は、BT	AUDIOの
場合と同じです（➡50ページ）。
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接続可能な携帯電話を検索して 
接続する

ロータリーコマンダーを操作
して、SEARCH PHONEに
切り換える（➡56ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、接続可能な携帯電話を検
索する

接続可能な携帯電話が見つかると、
デバイス名（機器名称）が表示され
ます。
 メモ
●	ロータリーコマンダーを長く押すと、携帯電
話のデバイス名（機器名称）とBDアドレス
を切り換えることができます。

接続可能な携帯電話が複数台
見つかった場合は、ロータリー
コマンダーを回して、接続す
る携帯電話を選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、携帯電話をBluetooth接
続する

接続を完了するには、携帯電話で本
システムのデバイス名（Pioneer BT 
unit）を確認し、パスコードを入力
します。接続が完了すると、本機に

「CONNECTED」と表示されます。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

 メモ
●	接続可能な携帯電話が見つからなかった場合
は、「NOT	FOUND」と表示されます。
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携帯電話を接続する
●	携帯電話のデバイス名が取得できなかった
場合は、「NAME	NOT	FOUND」と表示さ
れます。
●パスコードの初期設定は、「0000」です。パ
スコードは変更できます（➡79ページ）。

携帯電話から接続する

 ご注意
●	携帯電話によって操作が異なります。詳しく
は、携帯電話の取扱説明書をご覧ください。
●	携帯電話によっては、パスコードの入力が必
要になる場合があります。パスコードの初期
設定は、「0000」です。パスコードは変更で
きます（➡79ページ）。

ロータリーコマンダーを操
作して、CONNECTION 
OPENに切り換える（➡56
ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、携帯電話からの接続待ち
受け状態にする

携帯電話からの接続を待っている間、
「ALWAYS WAITING」と表示され
ます。

携帯電話を操作して、本シス
テムとBluetooth接続する

携帯電話がBluetooth接続されます。
接続が完了すると、「CONNECTED」
と表示されます。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

11

22

33

44

SEARCH PHONE ／ CONNECTION OPEN
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ロータリーコマンダーを操
作して、DISCONNECT 
PHONEに切り換える（➡
57ページ）

ロータリーコマンダーを
押して、本システムとの
Bluetooth接続を解除する

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

11

22

33

Bluetooth接続を 
解除する

ロータリーコマンダーを操作
して、SET PHONEに切り
換える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、登録画面を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、登録先を選ぶ

P1（ユーザー 1）、P2（ユーザー 2）、
P3（ユーザー 3）、G1（ゲスト1）、
G2（ゲスト2）の中から選べます。

ロータリーコマンダーを押し
て、携帯電話を登録します。

登録が完了すると、「REG 
COMPLETED」と表示されます。

 ご注意
●	すでに登録されている携帯電話は、別の設定
に登録できません。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを長く押すと、選択し
た携帯電話のデバイス名(機器名称)とBDア
ドレスを切り換えることができます。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

 ご注意
●	ゲストとして登録された携帯電話では、一部、
操作できない機能があります。

11

22

33

44

55

携帯電話を登録する
DISCONNECT PHONE SET PHONE



�0

B
luetooth

対
応
の
携
帯
電
話
を
使
う

手動で接続する

ロータリーコマンダーを操作
して、CONNECT PHONE
に切り換える（➡56ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、選択画面を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、接続したい携帯電話を選ぶ

P1（ユーザー 1）、P2（ユーザー 2）、
P3（ユーザー 3）、G1（ゲスト1）、
G2（ゲスト2）の中から選べます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを長く押すと、選択し
た携帯電話のデバイス名（機器名称）とBD	
アドレスを切り換えることができます。

ロータリーコマンダーを押
して、選んだ携帯電話を
Bluetooth接続する

接続が完了すると、「CONNECTED」 
と表示されます。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

11

22

33

44

55

登録されている 
携帯電話を接続する

自動で接続する

ロータリーコマンダーを操作
して、AUTO CONNECTに
切り換える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、自動接続設定をONにする

本システムに登録されている携帯電
話と、自動的にBluetooth接続を開
始する待機状態になります。
もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

 メモ
●	登録されている携帯電話でも、機種によって
は自動で接続できない場合があります。この
場合は、手動で接続してください。

11

22

33

CONNECT PHONE ／ AUTO CONNECT
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ロータリーコマンダーを操作
して、DELET PHONEに切
り換える（➡56ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、選択画面を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、携帯電話を切り換える

P1（ユーザー 1）、P2（ユーザー 2）、
P3（ユーザー 3）、G1（ゲスト1）、
G2（ゲスト2）の中から選べます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを長く押すと、携帯電
話のデバイス名（機器名称）とBDアドレス
を切り換えることができます。

登録を削除したい携帯電話を
選んで、ロータリーコマンダー
を押す

確認画面「DELETE OK?」が表示
されます。

ロータリーコマンダーを回し
てYESを選ぶ

ロータリーコマンダーを押す

選んだ携帯電話の登録が削除されま
す。削除が完了すると、「DELETED」
と表示されます。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

11

22

33

44

55

66

77

携帯電話の登録を 
削除する

ロータリーコマンダーを操作
してCLEAR MEMORYに切
り換える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、選択画面を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、履歴の種類を切り換える

次の順序で切り換わります。
ALL（すべて） 
↓ 
RECEIVED（着信履歴） 
↓ 
DIALED（発信履歴） 
↓ 
MISSED（不在着信履歴）

 メモ
●	ALLを選ぶと、着信履歴、発信履歴、不在着
信履歴、の全データを消去できます。

消去したい履歴の種類を選ん
で、ロータリーコマンダーを
押す

確認画面「CLEAR MEMORY」が
表示されます

ロータリーコマンダーを回し
てYESを選ぶ

ロータリーコマンダーを押す

選んだ履歴が消去されます。消去が
完了すると、「CLEARED」と表示さ
れます。

BAND/ESCを押して、電話
の待ち受け画面に戻る

11

22

33

44

55

66

77

データを消去する
DELET PHONE CLEAR MEMORY
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ロータリーコマンダーを操作
して、REFUSE CALLSに
する（➡56ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、着信拒否設定をONにする

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

 メモ
●	着信拒否設定と自動着信設定が両方ともON
のときは、着信拒否設定が優先されます。

11

22

33

着信拒否を設定する
REFUSE CALLS

ロータリーコマンダーを操作
して、AUTO ANSWERに
切り換える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、自動着信設定をONにする

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

 メモ
●	着信拒否設定と自動着信設定が両方ともON
のときは、着信拒否設定が優先されます。

11

22

33

自動着信を設定する
AUTO ANSWER
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ロータリーコマンダーを操作
して、ECHO CANCELに切
り換える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、エコーキャンセルをON
にする

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

11

22

33

通話中のノイズや 
エコーを軽減する

ロータリーコマンダーを操作
して、RING TONEに切り換
える（➡57ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、着信音の設定をONにする

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
電話の待ち受け画面に戻る

11

22

33

着信音の設定を  
ON ／ OFFする

ECHO CANCELRING TONE
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「音量バランス調節」「EQプリセット設
定」「ラウドネス設定」などのオーディオ
機能は、オーディオ調節メニューで選ん
で操作します。

ロータリーコマンダーを押
して、メインメニューを表
示する

ロータリーコマンダーを回し
て、AUDIOを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、オーディオ調節メニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える 

11

22

33

44

次の順序で機能が切り換わります。
FADER/BALANCE（フェーダー
／バランス設定）（➡65ページ） 
↓ 
PRESET EQUALIZER（EQプリ
セット設定）（➡66ページ） 
↓ 
EQ SETTING 1 

（EQ簡易設定）（➡67ページ） 
↓ 
EQ SETTING 2 

（EQカスタム設定）（➡67ページ） 
↓ 
LOUDNESS 

（ラウドネス設定）（➡68ページ） 
↓ 
SW SETTING 1 

（サブウーファーのON/OFFと位
相切り換え）（➡69ページ） 
↓ 
SW SETTING 2（サブウーファー
調節）（➡70ページ) 
↓ 
HIGH PASS FILTER（ハイパス
フィルター設定）（➡71ページ） 
↓ 
BASS BOOST（バスブースター
設定）（➡72ページ） 
↓ 
SRC LV ADJUST（ソースレベ
ルアジャスター）（➡73ページ）

 メモ
●	オーディオ調節メニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを押します。
●	メインメニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。
●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/ESC
を押します（30秒間、何も操作しなかった
ときも、自動的に戻ります）。
●	リアスピーカー出力端子／RCA出力端子の
設定（➡77ページ）でPREOUT	:REARを選
んでいるときは、SW	SETTING	1には切り
換わりません。
●	SW	SETTING	2は、SW	SETTING	1がON
のときだけ選べます。
●	ラジオのFMを聞いているときは、SRC	LV	
ADJUSTには切り換わりません。
●	TELEPHONEソースまたは交通情報（➡83	
ページ）の受信中は、FADER/BALANCE以
外には切り換わりません。

オーディオ調節 
メニューの切り換えかた
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前後左右のスピーカーの音量バランスを
調節できます。より自然に聞こえるバラ
ンスに設定してください。

 ご注意
●	リアスピーカー出力端子／RCA出力端子の
設定（➡77ページ）をREAR	SP	:SUB	Wに
したときは、FADER（フェーダー）は調節
できません。

ロータリーコマンダーを操作
して、FADER/BALANCE
に切り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、FADER/BALANCEを
選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定内容を切り換える

次の順序で切り換わります。
FAD(フェーダー：前後のバランス) 
↓ 
BAL(バランス：左右のバランス)

11

22

33

前後左右の 
音量バランスを調節する

FADER ／ BALANCE

ロータリーコマンダーを回し
て、音量バランスを調節する

■前後を調節するとき

前を強める：
手順の3でFADを選び、右に回す

後ろを強める：
手順の3でFADを選び、左に回す

前後のバランスは、F15 ～ R15の
範囲で調節できます。

■左右を調節するとき

右を強める：
手順の3でBALを選び、右に回す

左を強める：
手順の3でBALを選び、左に回す

左右のバランスは、L15 ～ R15の
範囲で調節できます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、前
後左右のバランスを調節することもできます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

44

55
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あらかじめ用意されたイコライザーカーブ
を選ぶだけで、好みの音質にできます。

ロータリーコマンダーを操作し
て、PRESET EQUALIZER
に切り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押して、
PRESET EQUALIZERを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、イコライザーカーブを切
り換える

次の順序でが切り換わります。
FLAT 
↓ 
SUPER BASS 
↓ 
POWERFUL 
↓ 
NATURAL 
↓ 
VOCAL 
↓ 
CUSTOM

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、イコ
ライザーカーブを切り換えることもできます。

11

22

33

イコライザーカーブを
選択する

PRESET EQUALIZER

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●ロータリーコマンダーを押す前に、オーディ
オ調節メニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

 メモ
●	CUSTOMは、好みに合わせて調節した値が
登録されます（➡67ページ）。
●	FLATは、イコライザーによる音の補正がさ
れていません。

44

55
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イコライザーカーブの簡単な補正ができ
ます。

 メモ
●	調節した内容はCUSTOMに登録されます（➡
66ページ）。

ロータリーコマンダーを操作
して、EQ SETTING 1に切
り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、EQ SETTING 1を選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定する音域を切り換える

押すたびに次の順序で切り換わり
ます。

L（低音域） 
↓ 
M（中音域） 
↓ 
H（高音域）

ロータリーコマンダーを回し
て、レベルを調節する

レベルを大きくする：右に回す
レベルを小さくする：左に回す

レベルは、－6 ～＋6の範囲で調節
できます。
 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、レ
ベルを調整することもできます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

11

22
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55

イコライザーカーブを
大まかに補正する

EQ SETTING 1

イコライザーカーブを、好みに合わせて
詳細に設定できます。

 メモ
●	調節した内容はCUSTOMに登録されます（➡
66ページ）。

ロータリーコマンダーを操作
して、EQ SETTING 2に切
り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、EQ SETTING 2を選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定する項目を切り換える

押すたびに次の順序で切り換わり
ます。

バンド(周波数帯域) 
↓ 
周波数 
↓ 
Qファクター 

（イコライザーカーブの傾き）

ロータリーコマンダーを回し
て、それぞれの項目の設定を
選ぶ

手順の3で切り換えた項目（バンド、
周波数、Qファクター）の設定が選
べます。

11

22

33

44

イコライザーカーブを
細かく調節する

EQ SETTING 2

次ページに続く
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前ページからの続き
■バンド
次の順序で切り換わります。

LOW（低音域） 
↓ 
MID（中音域） 
↓ 
HI（高音域）

■周波数
音の中心になる周波数を選びます。

高い周波数を選ぶ： 右に回す
低い周波数を選ぶ： 左に回す

選べる周波数（Hz）は、バンドによっ
て異なります。

バンドがLOW：40 80 100 160
バンドがMID： 200 500 1K 2K
バンドがHI： 3K 8K 10K 12K

■Qファクター
選んだバンドのQファクターを選び
ます。

傾きを大きくする： 右に回す
傾きを小さくする： 左に回す

Qファクターは、2N、1N、1W、
2Wの中から選べます。

 Qファクターの傾き
　Qファクターの傾きは2Nが最も急で、1N、
1W、2Wの順に緩やかになります。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、各
項目を設定することもできます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る55

小さな音量で音楽を聞いていると、低音・
高音が不足しているように感じることが
あります。ラウドネスは、この不足感を
補って、音を聞きやすくします。

ロータリーコマンダーを操作
して、LOUDNESSに切り換
える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、LOUDNESSを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、ラウドネスの効果を切り
換える。

次の順序で切り換わります。
LOW（弱） 
↓ 
MID（中） 
↓ 
HIGH（強） 
↓ 
OFF

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、ラ
ウドネスの効果を選ぶこともできます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●ロータリーコマンダーを押す前に、オーディ
オ調節メニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

11
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小さな音量でも 
聞きやすくする

LOUDNESS
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サブウーファーを使用する場合は、サブ
ウーファーの設定をONにする必要があ
ります。
本機では、リアスピーカー端子または、
RCA出力端子に接続したサブウーファー
を調節できます。

サブウーファーの調節は、次の2ス
テップで行います。
1サブウーファーのON ／ OFFと位

相切り換え
2サブウーファーのカットオフ周波

数選択とレベル調節
「サブウーファーの設定について」（➡
14ページ）を参照して、お手持ちの
システムに合ったサブウーファーの
設定を行ってください。

 ご注意
●	リアスピーカー出力端子／RCA	出力端子の
設定（➡77ページ）でPREOUT	:REARに設
定したときは、サブウーファーの調節はでき
ません。

●	サブウーファーのON／OFFと位相切り換え
（➡69ページ）で、サブウーファーをOFFに
した場合は、サブウーファーのカットオフ周
波数選択とレベル調節（➡70ページ）は操
作できません。

サブウーファーを使う

サブウーファーから出力される音が自然
に聞こえるように、位相を切り換えます。
位相を選ぶと、サブウーファーがONに
なります。

 位相切り換え
　サブウーファーから出力される音の中には、
フロント／リアスピーカーから出力される音
と同じ周波数帯域の成分が含まれています。
車内条件により、これらの音の位相が反転（干
渉）し、打ち消し合ってしまうことがありま
す。この現象を防ぐために、車内条件に合わ
せて位相を正相または逆相に切り換えてくだ
さい。
　・正相：サブウーファーの音が、フロント／

リアスピーカーと同時に出力される
　・逆相：サブウーファーの音が、フロント／リ

アスピーカーとタイミングをずらして出力
される

ロータリーコマンダーを操作
して、SW SETTING 1に切
り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、SW SETTING 1を選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、サブウーファーの設定を
切り換える

次の順序で切り換わります。
NORMAL（正相） 
↓ 
REV（逆相） 
↓ 
OFF

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、サブ
ウーファーの設定を切り換えることもできます。

11

22

33

サブウーファーの 
ON ／ OFFと位相切り換え

SW SETTING 1

次ページに続く
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前ページからの続き

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●ロータリーコマンダーを押す前に、オーディ
オ調節メニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

44

55

サブウーファーから出力される低音域
（カットオフ周波数）と出力レベルを設定
します。他のスピーカーから出力される
音とのつながりが自然になるように設定
してください。

 カットオフ周波数
　選んだ周波数よりも上の周波数（または下の
周波数）の音域をカットします。このときに
選択する周波数を、カットオフ周波数と呼び
ます。サブウーファーのカットオフ周波数の
設定では、カットオフ周波数よりも上の音域
がカットされ、低音域だけが出力されます。
また、カットオフ周波数以下の音域の出力レ
ベルを上げることで、低音をさらに強調させ
ることもできます。

ロータリーコマンダーを操作
して、SW SETTING 2に切
り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、SW SETTING 2を選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定する項目を切り換え
る

次の順序で切り換わります。
カットオフ周波数 
↓ 
レベル

11

22

33

サブウーファーのカットオフ
周波数選択とレベル調節

SW SETTING 2
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次ページに続く

ロータリーコマンダーを回し
て、それぞれの項目を設定する

■カットオフ周波数

高い周波数を選ぶ： 右に回す
低い周波数を選ぶ： 左に回す

カットオフ周波数は、50、63、
80、100、125（Hz）の中から選
べます。
■レベルの調節

レベルを大きくする：右に回す
レベルを小さくする：左に回す

レベルは、－24 ～ +6の範囲で調節
できます。
 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、各
項目を設定することもできます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

44

55

選んだ周波数よりも高い音だけを、フロ
ントスピーカーとリアスピーカーから出
力します。フロントスピーカーとリアス
ピーカーからは高音だけを出力し、サブ
ウーファーからは低音だけを出力するこ
とで、各スピーカーとサブウーファーの
音のつながりを自然にすることができま
す。

 ハイパスフィルター（HPF）
　ハイパスフィルター（HPF）は、設定した周
波数（カットオフ周波数➡70ページ）から
下の音域（低音域）をカットして、高音域を
通すフィルターです。

ロータリーコマンダーを操作
して、HIGH PASS FILTER
に切り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、HIGH PASS FILTER
を選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、カットオフ周波数を選ぶ

高い周波数を選ぶ： 右に回す
低い周波数を選ぶ： 左に回す
カットオフ周波数は、OFF、50、
63、80、100、125（Hz）の中
から選べます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、周
波数を切り換えることもできます。

11

22

33

低い音を出力しない
HIGH PASS FILTER
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低音域を強調することができます。バス
ブースターのレベルを上げると、迫力の
ある低音を再生できます。

ロータリーコマンダーを操作
して、BASS BOOSTに切
り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、BASS BOOSTを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、レベルを調節する

レベルを大きくする：右に回す
レベルを小さくする：左に回す
レベルは0 ～＋6の範囲で設定でき
ます。
 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、レ
ベルを調節することもできます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●ロータリーコマンダーを押す前に、オーディ
オ調節メニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

11

22
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55

低い音を強調する
BASS BOOST

前ページからの続き

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●ロータリーコマンダーを押す前に、オーディ
オ調節メニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

44

55
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ソースを切り換えたときに、ソースごと
の音量が違うことがあります。ソースレ
ベルアジャスターを使うと、FMの音量
を基準にして各ソースの音量をそろえる
ことができます。

 ご注意
●	FMを聞いているときは、SRC	LV	ADJUST
には切り換わりません。

ロータリーコマンダーを操作
して、SRC LV ADJUSTに
切り換える（➡64ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、SRC LV ADJUSTを
選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、レベルを調節する

レベルを大きくする：右に回す
レベルを小さくする：左に回す
レベルは－4 ～＋4の範囲で設定で
きます。

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、レ
ベルを調節することもできます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●ロータリーコマンダーを押す前に、オーディ
オ調節メニューまたはふだんの再生画面に
戻っても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、 
ふだんの再生画面に戻る

11

22
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各ソースの音量を 
そろえる

SRC LV ADJUST
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「時計調整」「外部機器設定」などの機能は、
初期設定メニューで選んで操作します。
初期設定メニューは、電源をOFFにした
状態で操作します。

SRC/OFFを長く押して、本
機の電源をOFFにする

ロータリーコマンダーを長く
押して、初期設定メニューに
切り換える

初期設定メニューに切り換わると、
「CLOCK SET」と表示されます。

11

22

初期設定 
メニューの切り換えかた

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。
CLOCK SET 

（時計調整）（➡75ページ） 
↓ 
AUX1 

（外部機器設定1）（➡75ページ） 
↓ 
AUX2 

（外部機器設定2）（➡75ページ） 
↓ 
ILLUMINATION（イルミネーショ
ン設定）（➡76ページ） 
↓ 
SW CONTROL（RCA外部出力
設定）（➡77ページ） 
↓ 
EVER SCROLL（連続スクロール） 

（➡78ページ） 
↓ 
BT AUDIO 

（BT AUDIO設定）（➡78ページ） 
↓ 
PIN CODE INPUT 

（パスコード編集）（➡79ページ） 
↓ 
BT VER INFO（BT INFO表示） 

（➡80ページ）

 メモ
●	BT	AUDIO、PIN	CODE	INPUTおよびBT	VER	
INFOは、別売のBluetoothアダプター（例：
「CD-BTB10」）を接続しているときだけ操
作できます。
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、機
能を切り換えることもできます。
●	初期設定メニューを解除するときは、BAND
を押します（初期設定メニューを解除すると、
電源がOFF	になります）。

33
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ロータリーコマンダーを操作
して、CLOCK SETにする（➡
74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、COLOCK SETを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

 メモ
●	初期設定メニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを押します。

ロータリーコマンダーを押し
て、時と分を切り換える

ロータリーコマンダーを回し
て、時刻を合わせる

時刻を進める：右に回す
時刻を戻す： 左に回す

分を調整すると、0秒からカウント
が始まります。

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

11

22
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時計を合わせる
CLOCK SET

本機にポータブルオーディオプレーヤー
やVTR、ナビゲーションユニットなどの
外部機器を接続して、その音声を聞くこ
とができます。

外部機器の接続には、次の3通りが
あります。
1市販のミニプラグを使用する場合
（AUX1）
本体前面のAUX入力端子（3.5 
mm）に接続します（➡9ページ）。 
この場合、接続した外部機器は、
AUX1ソースとして認識されます。
2別売のRCA ／ IP-BUSインターコ

ネクターを使用する場合（AUX2）
接続する外部機器にRCA出力があ
る場合、別売のRCA ／ IP-BUSイ
ンターコネクター「CD-RB10」ま
たは「CD-RB20」を使用して、本
機のIP-BUS入力端子に接続しま
す。 
接続した外部機器は、AUX2ソー
スとして認識されます。詳しくは、
RCA ／ IP-BUSインターコネク
ターの説明書をご覧ください。
3IP-BUSを使用する場合（AUX2）
（パイオニア製ナビゲーションユ
ニットのように、IP-BUS出力を持
つパイオニア製品を接続する場合）
別売のIP-BUSケーブル（例：

「CD-IP600」）を使用して、本機
のIP-BUS入力に接続します。 
接続したナビゲーションユニット
はAUX2ソースとして認識され、
音声のみが出力されます。

 ご注意
●	AUX2は、2と3のどちらか一方の接続方法
で使用できます。両方の方法で、同時に接続
することはできません。

外部機器（AUX）の 
音声を聞けるようにする

AUX1 ／ AUX2

次ページに続く
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前ページからの続き

ロータリーコマンダーを操作
して、AUX1またはAUX2
に切り換える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、外部機器設定をONにする

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、 
初期設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

 メモ
●	AUX1は、初期状態でONになっています。
AUX1を使用しない場合は、OFFにします。

●	シガーライターからポータブルプレーヤーの
充電を行いながらAUX入力で音楽を聞くと、
ノイズが出る場合があります。その場合は、
シガーライターからの充電をやめください。

11

22

33

ボタンのイルミネーション
の色を切り換える

ILLUMINATION

ボタンのイルミネーションの色を、青と
赤から選ぶことができます。

ロータリーコマンダーを操作
して、ILLUMINATIONに切
り換える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、ILLUMINATIONを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

ロータリーコマンダーを回し
て、イルミネーションの色を
切り換える

次の順序で切り換わります。
RED 
↓ 
BLUE

 メモ
●	ロータリーコマンダーを上下に操作して、イ
ルミネーションの色を切り換えることもでき
ます。

ロータリーコマンダーを押し
て、設定を決定する

 メモ
●	ロータリーコマンダーを押す前に、初期設定
メニューに戻ったり、初期設定メニューを解
除したりしても、設定は決定されます。

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

11
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リアスピーカー出力端子は、フルレンジ
スピーカーのほかサブウーファーを接続
できます。この場合、外部アンプは不要
です。またRCA出力端子は、外部アンプ
を接続して、フルレンジスピーカーまた
はサブウーファーを使用できます。

ロータリーコマンダーを操作
して、SW CONTROLに切
り換える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、SW CONTROLを選ぶ

現在の設定内容が表示されます。

 メモ
●	初期設定メニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを押します。

11

22

ロータリーコマンダーを操作
して、設定を切り換える

REAR SP 
（リアスピーカー 

出力設定）

FULLまた
はREAR 

（フルレンジ 
スピーカー）

↑ 
回す 
↓

←押す→
↑ 

回す 
↓

PREOUT 
（RCA出力設定）

SUB W 
（サブウーファー）

接続のしかたに合わせて、次のとお
り設定してください。

接続のしかた 設　定
リアスピーカー出力端
子にフルレンジスピー
カーを接続

REAR	SP	:FULL

リアスピーカー出力端
子にサブウーファーを
接続

REAR	SP	:SUB	W

RCA出力端子にサブ
ウーファーを接続

PREOUT	:SUB	W

RCA出力端子にフルレ
ンジスピーカーを接続

PREOUT	:REAR

 REAR SP :SUB Wに設定した場合の 
 ご注意

●	リアスピーカー出力端子の設定をサブウー
ファー用にした場合(REAR	SP	:SUB	W)、
RCA出力端子の設定（PREOUT）はできま
せん。

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

33

44

リアスピーカー出力端子／
RCA出力端子の設定をする

SW CONTROL
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Bluetooth対応のオーディオプレーヤー
を接続する場合、BT AUDIOソースの設
定をONにします。

 ご注意
●	この機能は、別売のBluetoothアダプター
（例：「CD-BTB10」）を接続しているときだ
け操作できます。
●	初期状態では、ONになっています。

ロータリーコマンダーを操作
して、BT AUDIOに切り換
える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、BT AUDIOをONにする

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。
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22

33

Bluetoothオーディオ
のソースをONにする

BT AUDIO

連続スクロール設定をONにすると、タ
イトルなどが連続してスクロールするよ
うになります。スクロールを一度だけに
したいときは、この機能をOFFにします。

ロータリーコマンダーを操作
して、EVER SCROLLに切
り換える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、連続スクロールをONに
する

もう一度押すと、OFFになります。

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

11

22
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スクロールの設定を 
切り換える

EVER SCROLL
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Bluetooth接続時に使用する暗証番号
（パスコード）を変更できます。初期状態
では、「0000」になっています。

 ご注意
●	この機能は、別売のBluetoothアダプター
（例：「CD-BTB10」）を接続しているときだ
け操作できます。

●	空白は、無効な文字です。入力した場合、以
下の制限があります。

　・途中に空白を入力した場合、それ以降の
文字が無効となってパスコードが確定さ
れます。

　・先頭に空白を入力した場合、パスコードは
確定されません。もう一度、パスコードを
編集してください。

ロータリーコマンダーを操作
して、PIN CODE INPUTに
切り換える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押して、
PIN CODE INPUTを選ぶ

入力画面が表示されます。

 メモ
●	初期設定メニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを押します。

ロータリーコマンダーを回し
て、入力する数字を選ぶ

次の数字を選ぶ： 右に回す
前の数字を選ぶ： 左に回す

11

22

33

Bluetoothの 
パスコードを変更する

PIN CODE INPUT

ロータリーコマンダーを押し
て、カーソルを右に移動する

ロータリーコマンダーを長く
押して、入力を確定する

確定した数字が表示されます。

 メモ
●	空白を残したままでも、ロータリーコマン
ダーを長く押して入力を確定できます。
●	パスコード入力中(数字が点滅しているとき)
にDISP/BACK/SCRLを押すと、入力画面が
解除されて、初期設定メニューに戻ります。

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

44

55
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本機のBluetoothのバージョン情報を表
示できます。

 ご注意
●	この機能は、別売のBluetoothアダプター
（例：「CD-BTB10」）を接続しているときだ
け操作できます。

ロータリーコマンダーを操作
して、BT VER INFOに切り
換える（➡74ページ）

ロータリーコマンダーを押し
て、BT VER INFOを選ぶ

システムのマイコンのバージョン(S
で始まる文字列)が表示されます。

 メモ
●	初期設定メニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを押します。

ロータリーコマンダーを回し
て、表示を切り換える。

次の順序で切り換わります。
システムマイコンのバージョン 

（Sで始まる文字列） 
↓ 
Bluetoothデバイスモジュールの
バージョン（Bで始まる文字列）

BAND/ESCを押して、初期
設定メニューを解除する

電源がOFFになります。

11

22
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44

Bluetoothの 
バージョンを表示する

BT VER INFO
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ミュート機能について

ミュート機能のある製品からミュート信
号を受け取っているときに、ミュート機
能が働きます。

エクスターナル 
ユニットを使う

 エクスターナル
　本機には、エクスターナルという特殊なソー
スがあります。このソースには、本機がソー
スとして対応していない製品(将来発売され
るパイオニア製品など)を接続できます。た
だしエクスターナルでは、操作できる機能が
限られる場合があります。
　本機には、2台のエクスターナル製品を接続
できます。この場合、エクスターナル1とエ
クスターナル2が自動で設定されます。

 ご注意
●	ここでは、エクスターナルユニットの基本的
な操作方法だけを説明しています。機能は、
接続するエクスターナルユニットによって異
なります。機能について詳しくは、エクスター
ナルユニットの取扱説明書をご覧ください。

ソースとして  
エクスターナルユニットを選ぶ

SRC/OFFを押して、ソース
をEXTERNALに切り換える

（➡16ページ）

ふだんの操作

BAND/ESCを押す

BAND/ESCを長く押す

ロータリーコマンダーを左右
に操作する

ロータリーコマンダーを左右
に長く操作して、離す

ロータリーコマンダーを上下
に操作する

11
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高速道路などで放送されている交通情報
ラジオを、瞬時に受信できます。この機
能は、電源OFFのときでも、どのソース
からでも操作できます。

TI/CLOCKを押して、交通情
報を受信する

もう一度押すと、交通情報を受信す
る前の状態に戻ります。

ロータリーコマンダーを左右
に操作して、交通情報の周波
数を切り換える

1 629 kHzを選ぶ：右に操作する
1 620 kHzを選ぶ：左に操作する

 メモ
●	交通情報を受信しているときに音量を調節す
ると、交通情報用の音量として設定できます。

11

22

交通情報を受信する
1 ～ 6キーに  
割り当てられた機能を使う

/LISTを押す

ロータリーコマンダーを回し
て1 KEY ～ 6 KEYを選ぶ

ロータリーコマンダーを押す

ファンクションメニューの  
切り換えかた

ロータリーコマンダーを押し
て、メインメニューを表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、FUNCTIONを選ぶ

ロータリーコマンダーを押し
て、ファンクションメニュー
を表示する

ロータリーコマンダーを回し
て、機能を切り換える

次の順序で切り換わります。
FUNC1（ファンクション1） 
↓ 
FUNC2（ファンクション2） 
↓ 
FUNC3（ファンクション3） 
↓ 
FUNC4（ファンクション4） 
↓ 
AUTO/MANUAL 

（オート／マニュアル）

 メモ
●	S.Rtrvを押すことでも、FUNC1	 をON ／
OFFすることができます。

●	 /iPodを押すことでも、FUNC2をON ／
OFFすることができます。

●	 を押すことでも、FUNC3をON／ OFFす
ることができます。

●	ファンクションメニューに戻るには、DISP/
BACK/SCRLを押します。

●	メインメニューに戻るには、DISP/BACK/
SCRLを長く押します。

●	ふだんの再生画面に戻るには、BAND/ESC
を押します。

11

22

33

11

22
33

44
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本機のディスプレイに時計を表示でき
ます。時計は、本機の電源がONまたは
OFFのどちらの場合でも表示できます。

 メモ
●	時計を合わせるには、➡75ページ。

TI/CLOCKを長く押して、時
計を表示する

もう一度長く押すと、時計表示が解
除されます。

 メモ
●	本機の電源がONのときの時計表示は、ほか
の操作をするといったん解除されます。この
場合、25秒後に再び表示されます。

1111

時計を表示する
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●直射日光や高温など車内での保管
状況により、CD-RやCD-RWディ
スクは再生できなくなる場合があ
ります。

● フ ァ イ ナ ラ イ ズ さ れ て い な い
CD-R／CD-RWディスクには対応
していません。

●CD-R／CD-RWデ ィ ス ク の 取 り
扱いについては、ディスクの説明
書や注意書きを十分お読みくだ 
さい。

「DualDisc」の再生について
●「DualDisc」は、片面にDVD規

格準拠の映像やオーディオが、も
う片面にCD再生機での再生を目
的としたオーディオがそれぞれ収
録されています。

●DVD面ではないオーディオ面は、
一般的なCDの物理的規格に準拠
していないために再生できないこ
とがあります。

●「DualDisc」を再生機器に挿入
をしたり、取り出しをしたりする
ときに再生面の反対側の面に傷が
付く場合があります。傷が付いた
面は再生すると不具合が出る場合
があります。

●ディスクを取り出せないといった
不具合が起こる可能性があります
ので「DualDisc」はご使用にな
らないでください。

●「DualDisc」の仕様や規格など
の詳細に関しましては、ディスク
の発売元または販売元にお問い合
わせください。

使用できるCDについて
●次のマークが付いているコンパク

トディスク（光学式デジタルオー
ディオディスク）をご使用くだ 
さい。

●本機は音楽CD規格に準拠して設
計されています。コピーコント
ロールCDなどのCD規格外ディス
クの動作保証および性能保証は致
しかねます。

●ひび、キズ、そりのあるCDは使
用しないでください。

●特殊形状のディスクは、使用しな
いでください。故障の原因になり
ます。

●音楽用CDレコーダーまたはパソ
コ ン で 記 録 し たCD-RやCD-RW
ディスクは、ディスクの特性やキ
ズ・汚れ、または本機内部のレン
ズの汚れ・露などにより、本機で
は再生できない場合があります。

●パソコンで記録したディスクは、
アプリケーションの設定および環
境によって再生できない場合があ
ります（詳細は、アプリケーショ
ンの発売元にお問い合わせくだ 
さい）。

CDの正しい使いかた
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取り扱い上のご注意
●CDは、信号記録面（虹色に光っ

ている面）をさわらないように
持ってください。

●CDにキズを付けないでください。
●CDにシールなどを張らないでく

ださい。

●本機の機構または使用環境、ディ
スクの取り扱いなどにより、実際
の使用で支障のない程度のキズが
ディスク面に付くことがありま
す。これは、一般的な消耗として
ご理解ください。

保管上のご注意
●直射日光の当たるところや高温に

なるところには、CDを保管しな
いでください。

●CDがそらないように、必ずケー
スに入れて保管してください。

お手入れについて
●CDが汚れたときは、柔らかいき

れいな布でCDの内周から外周方
向へ軽くふいてください。

●アナログ式レコード用のクリー
ナーや静電気防止剤などは使用し
ないでください。また、ベンジン
やシンナーなどの揮発性の薬品を
かけないでください。

CD再生の環境について
●走行中に、振動のショックで音飛

びを起こす場合があります。
●寒いときヒーターを入れた直後

にCDの再生を始めると、本機内
部のレンズやCDに露が付いて、
正常に再生されないことがあり 
ます。

　このようなときは、1時間ほど放
置して自然に露が取れるまでお待
ちください。CDに付いた露は柔
らかい布でふいてください。
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SKIPPED」と表示されます。
●ディスク内のすべてのファイルが

デジタル著作権保護（DRM）で保
護されている場合、そのディスク
は再生できません。「PROTECT」
と表示されます。

●本機は、次の形式には対応してい
ません。
・Windows Media Audio 9
  Professional（5.1ch）
・Windows Media Audio 9
  Lossless（可逆圧縮）
・Windows Media Audio 9
  Voice

MP3とは？
●「MPEG Audio Layer-3」の略で、

音声圧縮技術に関する標準フォー
マットです。

再生できるMP3ファイルについて
 ご注意
●	MP3ファイルに名前を付けるときは、ファ
イル名のあとに拡張子（.mp3）を付けてく
ださい。
●	本機は、拡張子（.mp3）が付いているファ
イルをMP3ファイルとして再生します。雑
音や故障の原因になりますので、MP3ファ
イル以外には拡張子（.mp3）を付けないで
ください。

●ID3 Tagのバージョン1.0／1.1
／2.2／2.3／2.4のアルバム名／
曲名／アーティスト名の表示に対
応しています。なお、ID3 Tagの
バージョン1.Xと2.Xが混在して
いる場合は、2.Xが優先されます。

●サンプリング周波数が32／44.1
／48 kHzのMP3フ ァ イ ル を 再
生している場合のみ、エンファシ
スに対応しています。再生可能な
サンプリング周波数は16 kHz ～
48 kHzです。

●MP3ファイルは一般的に、ビッ
トレートが高いほど音質が良くな
ります。本機は、8 kbps ～320 
kbpsのMP3ファイルの再生に対
応しています。また、本機はVBR

（可変ビットレート）で記録された

WMAとは？
●「Windows MediaTM Audio」の略

で、米国Microsoft Corporationに
よって開発された音声圧縮技術で
す。WMAデータは、バージョン7
以 降 のWindows Media Playerを
使用してエンコードできます。

 ご注意
●WMAファイルをエンコードしたアプリケー
ションによっては、正常に動作しないことが
あります。

●WMAファイルをエンコードしたWindows	
Media	Playerのバージョンによっては、ア
ルバム名などの文字情報が正しく表示されな
いことがあります。

●本機で画像データを含むWMAファイルを再
生する場合、再生が始まるまでに時間がかか
ることがあります。

再生できるWMAファイルについて
 ご注意
●	WMAファイルに名前を付けるときは、ファ
イル名のあとに拡張子（.wma）を付けてく
ださい。

●	本機は、拡張子（.wma）が付いているファ
イルをWMAファイルとして再生します。雑
音や故障の原因になりますので、WMAファ
イル以外には拡張子（.wma）を付けないで
ください。

●再生できるWMAファイルのサン
プリング周波数は32 kHz ～ 48 
kHzです。

●WMAファイルは一般的に、ビッ
トレートが高いほど音質が良くな
ります。本機は、CBR（固定ビッ
ト レ ー ト ） で48 kbps ～ 320 
kbps、VBR（ 可 変 ビ ッ ト レ ー
ト）で48 kbps ～ 384 kbpsの
WMAファイルの再生に対応して
います。ただし、ある一定の音質
で音楽を楽しむためには、より高
いビットレートで記録することを
お勧めします。

●デジタル著作権保護（DRM）で
保 護 さ れ た フ ァ イ ル は、 再 生
が ス キ ッ プ さ れ ま す。「TRK 

WMA／MP3／AAC／
WAVファイルについて
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ディスクの再生にも対応していま
す。ただし、ある一定の音質で音
楽を楽しむためには、128 kbps
以上のビットレートで記録するこ
とをお勧めします。

AACとは？
●「Advanced Audio Coding」 の

略で、MPEG-2およびMPEG-4で
使用される音声圧縮技術に関する
標準フォーマットです。

再生できるAACファイルについて
 ご注意
●	AACファイルに名前を付けるときは、ファイル
名のあとに拡張子（.m4a）を付けてください。

●本機は、iTunesを使用してエンコードされ
たAACファイルの再生に対応しています。

●本機は、iTunesで作成された拡張子（.m4a）
が付いているファイルをAACファイルとし
て再生します。雑音や故障の原因になります
ので、AACファイル以外には拡張子（.m4a）
を付けないでください。

●本機で画像データを含むAACファイルを再
生する場合、再生が始まるまでに時間がかか
ることがあります。

●AACフ ァ イ ル を エ ン コ ー ド し た
iTunesのバージョンによっては、正
しく再生されないことがあります。

●AACファイルをライティングした
iTunesのバージョンによっては、
ファイル名などが正しく表示され
ないことがあります。

●再生可能なAACファイルのサンプ
リング周波数は、11.025 kHz ～
48 kHzです。

●AACファイルは一般的に、ステレ
オビットレートが高いほど音質が良
くなります。本機は、16 kbps～
320 kbpsのステレオビットレー
トで記録されたAACファイルの再
生に対応しています。ただし、あ
る一定の音質で音楽を楽しむため
には、より高いステレオビット
レートで記録することをお勧めし
ます。VBR（可変ビットレート）
で記録されたAACファイルは再生
できません。

●iTunes Storeで購入された楽曲
（.m4p） は、CD-R ／ CD-RWま
たはUSB機器に記録しても再生で
きません。

●本機は、次の形式には対応してい
ません。

　　・Apple ロスレス・エンコーダ

WAVとは？
●「Waveform 」の略で、Windows®

での標準音声フォーマットです。

再生できるWAVファイルについて
 ご注意
●	WAVファイルに名前を付けるときは、ファ
イル名のあとに拡張子（.wav）を付けてく
ださい。
●	本機は、拡張子（.wav）が付いているファ
イルをWAVファイルとして再生します。雑
音や故障の原因になりますので、WAVファ
イル以外には拡張子（.wav）を付けないで
ください。

● 本 機 は、LPCM形 式 お よ びMS 
ADPCM形式でエンコードされた
WAVファイルの再生に対応して
います。

●本機は、LPCM形式では16 kHz ～ 
48 kHz、MS ADPCM形 式 で は 
22.05 kHz ～ 44.1 kHzの サ ン 
プ リ ン グ 周 波 数 で 記 録 さ れ た
フ ァ イ ル の 再 生 に 対 応 し て い 
ます。

●表示されるサンプリング周波数の
桁は、すべてではない場合があり
ます。

●WAVファイルは一般的に、量子化
ビット数が高いほど音質が良くな
ります。本機は、LPCM形式で8 
bitま た は16 bit、MS ADPCM
形式で4 bitの量子化ビット数で
記録されたWAVファイルの再生
に対応しています。ただし、ある
一定の音質で音楽を楽しむために
は、より高い量子化ビット数で記
録することをお勧めします。
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いCDを、WMA／MP3／AAC／
WAVフ ァ イ ル と し てCD-R／ 
CD-RW／CD-ROMに記録して再
生した場合、曲間が音飛びしたよ
うに聞こえます。

●フォルダー番号は本機が割り当て
ます。お客様が割り当てることは
できません。

●CD-R／CD-RW／CD-EXTRA／
MIXED-MODE CDデ ィ ス ク に
WMA ／ MP3 ／ AAC／WAVファ
イルと音楽データ（CD-DA）が混在
しているときは、WMA／MP3／
AAC／WAVファイルと音楽デー
タ（CD-DA）を切り換えて再生で
きます（➡19ページ）。この場合、
再生は一番先頭の曲から始まり 
ます。

●WMA／MP3／AAC／WAVファイ
ルを含まないフォルダーは認識しま
せん。フォルダーの番号を表示せず、
スキップします。

●8階層までのWMA／MP3／AAC／
WAVファイルの再生に対応して
います。ただし、多くの階層を持
つディスクは、再生が始まるまで
に時間がかかります。ディスクの
作成時には、階層を2つ以下にす
ることをおすすめします。

●フォルダーの合計が99個までの
ディスクを再生できます。

●WMA／MP3／AAC／WAVファイ
ルを収録したCD-R／CD-RW／CD-
ROMのフォルダー構造は次の図の
ようになります。

1階層	 2階層	 3階層	 4階層	

1

2

3
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●WMA／MP3／AAC／WAVフ ァ イ
ルが記録されたCD-R／CD-RW／
CD-ROMの再生に対応していま
す。ISO9660の レ ベ ル1／ レ ベ
ル2／拡張フォーマット（Joliet、
Romeo）に準拠して記録された
ディスクが再生可能です。

●マルチセッション方式で記録した
ディスクの再生に対応しています。

●パケットライトには対応していま
せん。

●m3uのプレイリストには対応して
いません。

●MP3i（MP3 interactive）フォー
マット、およびMP3 PROフォー
マットには対応していません。

●ファイル名の最大表示文字数は、
拡張子を含めて32文字です。また、
フォルダー名の最大表示文字数は
32文字です。

●再生などの操作でフォルダーが選
択される順番は、ライティングソ
フトで書き込まれた順番になりま
す。ただし、ライティングソフト
によっては、再生の順番を指定で
きるものもあります。

●曲間（トラック間）にブランクがな

ディスク内の  
フォルダーについて
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●USBポ ー タ ブ ル オ ー デ ィ オ プ
レーヤーやUSB Mass Storage 
Class対応のUSBメモリーに収録
さ れ たWMA ／ MP3 ／ AAC ／
WAVファイルを再生できます。

 ご注意
●	USB機器を本機に接続する際は、別売の
USBケーブル（CD-U51E）を使用してくだ
さい。USBケーブルを使わずに直接接続する
と、USB機器が突起物となり危険です。

	 指定のUSBケーブル以外は、使用しないでく
ださい。

●	USBハブを使用しての接続には対応していま
せん。

●	接続するUSB機器によっては、ラジオにノイ
ズの影響を与えることがあります。

●	パーティションを作ったUSBメモリーは使用
できません。

●	使用するUSB機器の種類によっては、本機が
正しく認識できない場合があります。また、
曲を正しく再生できない場合があります。

●	USB機器を直射日光の当たるところに長時間
放置すると、高温により変形・変色したり、
故障するおそれがあります。使用しないとき
は、直射日光の当たらないところに保管して
ください。

●	本機と組み合わせて使用する場合、USB機器
は必ず固定してください。USB機器が落下し
て、ブレーキペダルやアクセルペダルの下に
滑り込むと大変危険です。

●	USBメモリーまたはUSBオーディオプレー
ヤー以外（USB接続の扇風機など）は、接続
しないでください。

●	USB機器の取り扱いについて詳しくは、それ
ぞれの説明書をお読みください。

USB機器について

●USBメモリー内のフォルダーと圧
縮オーディオファイルの構成は、
下図のようになります。USBポー
タブルオーディオプレーヤーの場
合の構成は、プレーヤーによって
異なります。

1階層	 2階層	 3階層	 4階層	

1

2

3
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●01 ～ 05はフォルダー番号の割り
当て、1～6は曲の再生順の例で
す。ユーザーが本機でフォルダー
番号を割り当てたり、再生の順番
を指定することはできません。

●圧縮オーディオファイルの再生の
順序は、USBメモリーにコピーさ
れた順番と同じです。

●再生の順序を指定するには、次の
方法を推奨します。
	 1 パソコンで、「001xxx.mp3」

や「099yyy.wma」 な ど 順 番 を
示す数字をファイル名の先頭に付
ける。
	 2それらのファイルをフォルダー

に入れる。
	 3フォルダー単位でUSBメモリー

にコピーする。
 ただしパソコンの環境によって

は、この方法で指定できない場合
もあります。

●再生できるファイルの合計は、最
大15 000ファイルです。

USB機器内の  
フォルダーについて

次ページに続く
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本機が対応するiPod
●本機は以下のiPod に対応してい

ます。本機で確認済みのソフト
ウェアのバージョンは次のとおり
です。これ以前のバージョンにつ
いては保証できません。

 ・第5世代iPod：Ver. 1.3.0
 ・第1世代iPod nano：Ver. 1.3.1
 ・第2世代iPod nano：Ver. 1.1.3
 ・第3世代iPod nano：Ver. 1.1.2
 ・iPod classic：Ver. 1.1.2
 ・iPod touch：Ver. 2.0
 ・iPhone 3G：Ver. 2.0
 最 新 の 情 報 に つ い て は カ ロ ッ

ツェリアホームページ（http://
carrozzeria.jp）をご覧ください。

●操作方法は、iPod ソフトウェア
のバージョンによって異なること
があります。

●iPod を 接 続 す る に は、iPod用
USB変 換 ケ ー ブ ル（ 例：CD-
IU50）が必要です。

 ご注意
●	iPodは、著作権のないマテリアル、または法
的に複製・再生を許諾されたマテリアルを個
人が私的に複製・再生するために使用許諾さ
れるものです。著作権の侵害は法律上禁止さ
れています。
●	iPodを直射日光の当たるところに長時間放置
すると、高温により変形・変色したり、故障
するおそれがあります。使用しないときは、
直射日光の当たらないところに保管してくだ
さい。
●	本機と組み合わせて使用する場合、iPodは必
ず固定してください。iPodが落下して、ブレー
キペダルやアクセルペダルの下に滑り込むと
大変危険です。
●	iPodの取り扱いについて詳しくは、iPodの
説明書をお読みください。

iPodの設定について
●音質効果を最適にするために、

iPodが接続されると、本機はiPod
のEQの設定を自動的に「FLAT」
に変更します。取り外すと、設定

iPodについて
前ページからの続き

●再生できるフォルダーの合計は、
最大500フォルダーです。

●8階 層 ま で のWMA ／ MP3 ／
AAC ／ WAVファイルの再生に対
応しています。

●USB機器のフォルダー階層が多い
場合、再生が始まるまでに時間が
かかります。

●画像データを含む圧縮オーディオ
ファイルを再生する場合、再生が
始まるまでに時間がかかることが
あります。

●ファイル名の最大表示文字数は、
拡張子を含めて32文字です。ま
た、フォルダー名の最大表示文字
数は32文字です。

●ファイルをエンコード／ライティ
ングしたアプリケーションによっ
ては、文字情報が正しく表示され
ないことがあります。

●m3uのプレイリストには対応して
いません。
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は自動的に元に戻ります。
●iPodを本機に接続している場合、

iPodのリピートは「オフ」に設定
できません。また、iPodのリピー
トが「オフ」に設定されていても、
本機に接続すると、自動的に「す
べて」に変更されます。
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共通項目
症　状 原　因 処　置

電源が入らない。
動作しない。

各リード線やコネクターが正しく接
続されていない。

正しく確実に接続されているか、も
う一度確認してください(➡取付説
明書)。

ヒューズが切れている。
ヒューズが切れた原因を解決し、切
れたのと同じ容量のヒューズと交換
してください(➡取付説明書)。

音が出ない。
音が小さい。

音量を下げている。 音量を上げてください
（➡17ページ）。

音声がミュートされている。 ミュートを解除してください
（➡26ページ）。

前後の音量バランスの調節が適切で
ない。

正しく調節してください
（➡65ページ）。

前または後ろのスピーカーから
音が出ない。

前後の音量バランスの調節が適切で
ない。

正しく調節してください
（➡65ページ）。

左または右のスピーカーから音
が出ない。

左右の音量バランスの調節が適切で
ない。

正しく調節してください
（➡65ページ）。

CD、WMA ／ MP3 ／ AAC ／ WAV
症　状 原　因 処　置

CDの再生中に、大きな雑音が	
出る。
CDの再生が途中で止まる。
CDを再生できない。

CDに大きなキズやそりがある。 ほかのCDと交換してください。良
くなればCDの不良です。

CDが極端に汚れている。 CDの汚れをふき取ってください
（➡87ページ）。

CDが曇っている。
CDに水滴が付いている。

CDの曇りや水滴をふき取ってくだ
さい（➡87ページ）。

CDの裏表を逆にしてセットして	
いる。

CDのタイトル面を上にしてセット
してください（➡18ページ）。

CDを再生できない。
CDを取り出せない。 本機がディスクを認識していない。

hを長く押すと、ディスクが取り出
せます。もう一度、入れ直してくだ
さい。

ラジオ
症　状 原　因 処　置

ラジオの受信中、“ジージー、ザー
ザー”という雑音が多い。

放送局の周波数が合っていない。 周波数を正しく合わせてください
（➡20ページ）。

放送局の電波が弱い。 ほかの放送局を選局してみてくださ
い（➡20ページ）。

周りに障害物があるなど、受信状態
が良くない。

受信状態が良くなると、雑音が少な
くなります。

自動選局できない。 放送局の電波が弱い。 手動で選局してください
（➡20ページ）。

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、
次の表の内容をチェック
してください。

それでも
直らないときは

「保証書とアフターサー
ビス」（➡97ページ）を
お読みになり、修理を依
頼してください。

故障かな？と思ったら



��

そ
の
他
（
付
録
）

CD、WMA／MP3／AAC／WAVのエラー表示
CDやWMA／MP3／AAC／WAVを正常に再生できないときは、ディスプレイ
に以下のエラーメッセージが表示されます。
メッセージ（エラー番号） 原　　因 処　　置

「ERROR-11」「ERROR-12」
「ERROR-17」「ERROR-30」

CDが汚れている。 CDの汚れをふき取ってください（➡
87ページ）。

CDにキズやひびがある。 CD	を交換してください。
「ERROR-12」「ERROR-15」
「ERROR-17」

CD-R／CD-RWを録音しないまま
使用している。

CD-R／CD-RWは、録音してから
お使いください。

「ERROR-22」「ERROR-23」 再生できないフォーマットのCD-
ROMを挿入した。 CD-ROMを交換してください。

「ERROR-10」「ERROR-11」
「ERROR-12」「ERROR-15」
「ERROR-17」「ERROR-30」
「ERROR-50」「ERROR-A0」

本機の電気系、機構系の故障が考
えられる。

車のエンジンスイッチを一度OFFに
してからONにするか、CDの再生を
一度やめてから、もう一度再生して
ください。

「NO	AUDIO」 何も録音されていないCD-ROMを
挿入した。

WMA／MP3／AAC／WAV	ファイ
ルが記録されているCD-ROMと交
換してください。

「SKIPPED」
デジタル著作権保護（DRM）で
保護されたWMAファイルを再生	
した。

デジタル著作権保護（DRM）で保
護されていないファイルを再生して
ください。

「PROTECT」
ディスク内のすべてのファイルが
デジタル著作権保護（DRM）で保
護されている。

ディスクを交換してください。

 ご注意
●	マルチCDの再生中に、上記以外のエラーメッセージが表示されたときは、マルチCDの取扱説明書を
ご覧ください。

USBのエラー表示
メッセージ（エラー番号） 原　　因 処　　置

「CHECK	USB」

USBコネクターまたはUSBケーブ
ルがショートした。

USBコネクター／USBケーブルが
何かに挟まっていないか、破損して
いないか確認してください。

規定（➡100ページ）以上の電流
を消費するUSB機器を接続した。

接続したUSB機器を外してくださ
い。そのあとで、車のエンジンスイッ
チを一度OFFにしてから、ONにし
てください。次に、対応するUSB
機器を接続してください。

「N/A	USB」 接続したUSB機器が本機に対応し
ていない。

USB	Mass	Storage	Class対応の
USB機器を接続してください。

「NO	AUDIO」

何も収録・保存されていないUSB
機器を接続した。

対応する圧縮オーディオファイルが
収録・保存されたUSB機器を接続
してください。

セキュリティー機能付きのUSBメ
モリーを接続した。

USBメモリーの説明書に従って、
セキュリティーを解除してから使用
してください。

こんなメッセージが表示されたら

次ページに続く
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メッセージ（エラー番号） 原　　因 処　　置

「PROTECT」
USB機器内のすべてのWMAファ
イルがWindows	Media	DRM	9／
10で保護されている。

Windows	Media	DRM	9 ／ 10で
保護されていない圧縮オーディオ
ファイルを収録・保存したUSB機
器を接続してください。

「SKIPPED」
Windows	Media	DRM	9 ／ 10で
保護されたWMAファイルを再生
した。

Windows	Media	DRM	9 ／ 10で
保護されていない圧縮オーディオ
ファイルを再生してください。

「ERROR-19」 正常に通信できない。

以下のいずれかの処置を行ったあ
と、ソースをUSBに切り換えてく
ださい。
・車のエンジンスイッチを一度
OFFにしてからONする。

・接続したUSB機器を一度外して
から接続する。

・別のソースに切り換える。

「ERROR-23」
接続されたUSB機器のフォーマッ
トが、FAT32またはFAT16では
ない。

フォーマットが、FAT32または
FAT16のUSB機器を接続してくだ
さい。

「NO	DEVICE」 USB機器またはiPodが接続されて
いない。

対応するUSB機器を接続してくだ
さい。

iPodのエラー表示
メッセージ（エラー番号） 原　　因 処　　置

「CHECK	USB」
「ERROR-A1」 iPodは動作するが、充電されない。

iPodケーブルがショートしていな
いか（例えば、金属物に挟まれてい
ないか）確認してください。確認後、
車のエンジンスイッチを一度OFFに
してからONにするか、iPodを一度
脱着してください。

「ERROR-19」

正常に通信できない。
コネクターを一度外し、iPodのメ
インメニューが表示されてから、も
う一度確実にコネクターを接続して
ください。それでもiPod	が正常に
動作しない場合は、iPodをリセッ
トしてください。

iPodに問題が発生した。

「N/A	USB」
iPodソフトウェアのバージョンが
古い。

iPodソフトウェアのバージョンを
アップデートしてください。

iPodに問題が発生した。 iPodをリセットしてください。

「ERROR-16」

iPodソフトウェアのバージョンが
古い。

iPodソフトウェアのバージョンを
アップデートしてください。

iPodに問題が発生した。

コネクターを一度外し、iPodのメ
インメニューが表示されてから、も
う一度確実にコネクターを接続して
ください。それでもiPodが正常に
動作しない場合は、iPodをリセッ
トしてください。

「NO	SONGS」 iPodに曲が入っていない。 iPodに曲を転送してください。

「STOP」 選んだプレイリストに曲が入って
いない。

曲が入っているプレイリストを選ん
でください。

「NO	DEVICE」 USB機器またはiPodが接続されて
いない。 対応するiPodを接続してください。

前ページからの続き
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保証書
保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されていることをお確かめのうえ、
ご購入の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、保証期間中でも保証
が無効となります。記載内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証期間
この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。

保証期間中の修理について
万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保証規定に基づき修理
いたします。お買い上げの販売店または修理受付センター（沖縄県のみ沖縄サー
ビスステーション）にご連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご相
談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
お買い上げの販売店または修理受付センター（沖縄県のみ沖縄サービスステー
ション）にご相談ください。修理すれば使用できる製品については、ご希望によ
り有料で修理いたします。

補修用性能部品の最低保有期間
当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低6年間保有しています。（性
能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。）

ご質問、ご相談は
本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマーサポートセンターまたはお
買い上げの販売店にお問い合わせください。

保証書とアフターサービス
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WMA

Windows Media、Windowsのロゴ
は、米国Microsoft Corporation の
米国およびその他の国における登録
商標または商標です。
本製品は、米国Microsoft Corporation 
が所有する技術を使用しています。ま
た、米国Microsoft Licensing Inc. の許
可を得ずに使用または頒布できません。

MP3
本機を提供する場合、非営利目的の
個人向けライセンスのみが提供され
ます。下記放送で、本機を使うライ
センスを提供したり、いかなる形式
にせよ、使う権利を意味するもので
はありません。下記放送で本機を使
用する場合は、それぞれ固有のライ
センスが必要となります。詳細は、
インターネット上のホームページ
http://www.mp3licensing.com
をご覧ください。
● 営業目的、すなわち利益の発生するリアル

タイム放送（地上波放送、衛星放送、ケー
ブルテレビを始めとするメディア）、イン
ターネットを使った放送やデータ転送、イ
ントラネットを始めとするネットワーク、
あるいはペイオーディオやオンデマンド方
式のオーディオといった電子的放送番組の
配布システムなど。

iTunes
iTunesは、米国および他の国々で登
録されたApple Inc.の商標です。

商標・著作権など
iPod

iPodは、米国およびその他の国々で
登録されたApple Inc.の商標です。

iPhone
iPhoneは、Apple Inc.の商標です。
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共通部
使用電源： DC 14.4 V（10.8 V ～ 15.1 V 使用可能）
アース方式： マイナスアース方式
最大消費電流： 10.0 A
外形寸法：

（取り付け寸法（D））：178（W）mm × 50（H）mm × 162（D）mm
（ノーズ寸法）：170（W）mm × 46（H）mm × 24（D）mm

質量： 1.3 kg（コード含まず）

アンプ／オーディオ部
最大出力： 50 W×4
定格出力： 22 W×4（50 Hz ～ 15 000 Hz、5 % THD）
負荷インピーダンス： 4 Ω（4 Ω～ 8 Ω使用可能）
プリアウト： 最大出力レベル：2.2 V

出力インピーダンス：1 kΩ
イコライザー

（3バンドパラメトリックイコライザー）：
（LOW）：周波数:40 ／ 80 ／ 100 ／ 160 Hz

Qファクター :0.35 ／ 0.59 ／ 0.95 ／ 1.15
(+6 dBブースト時)
調整幅:±12 dB

（MID）：周波数:200 ／ 500 ／ 1K ／ 2K Hz
Qファクター :0.35 ／ 0.59 ／ 0.95 ／ 1.15
(+6 dBブースト時)
調整幅:±12 dB

（HIGH）：周波数:3.15K ／ 8K ／ 10K ／ 12.5K Hz
Qファクター :0.35 ／ 0.59 ／ 0.95 ／ 1.15
(+6 dBブースト時)
調整幅:±12 dB

ラウドネスコンター：
（LOW）：3.5 dB（100 Hz）

3 dB（10 kHz）
（MID）：10 dB（100 Hz）

6.5 dB（10 kHz）
（HIGH）：11 dB（100 Hz）

11 dB（10 kHz）
（ボリューム：－30 dB）

ハイパスフィルター： 周波数:50 ／ 63 ／ 80 ／ 100 ／ 125 Hz
スロープ:－12 dB/oct

サブウーファー出力： 周波数:50 ／ 63 ／ 80 ／ 100 ／ 125 Hz
スロープ:－18 dB/oct
調整幅:＋6 dB ～－24 dB
位相:NORMAL ／ REVERSE

バスブースター： 調整幅:＋12 dB ～ 0 dB

おもな仕様

次ページに続く
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CDプレーヤー部
形式： コンパクトディスクオーディオシステム
使用ディスク： コンパクトディスク
信号フォーマット： サンプリング周波数：44.1 kHz

量子化ビット数：16 ビット直線
周波数特性： 5 Hz ～ 20 000 Hz（± 1 dB）
S/N： 94 dB（1 kHz）（IHF-Aネットワーク）
ダイナミックレンジ： 92 dB（1 kHz）
チャンネル数： 2（ステレオ）
WMAデコーディングフォーマット：Ver. 7、7.1、8、9、10、11（2 ch audio）

（Windows Media Player）
MP3デコーディングフォーマット：MPEG-1 & 2 AUDIO LAYER-3
AACデコーディングフォーマット：MPEG-4 AAC（Ver. 7.7以前のiTunesでエンコードされたもののみ）
WAVシグナルフォーマット： Linear-PCM、MS ADPCM

USB部
USB規格： USB 2.0 Full Speed
最大供給電流： 500 mA
最大メモリー容量： 250 GB
最小メモリー容量： 256 MB
ファイルシステム： FAT16、FAT32
WMAデコーディングフォーマット：Ver. 7、7.1、8、9、10、11（2 ch audio）

（Windows Media Player）
MP3デコーディングフォーマット：MPEG-1 & 2 AUDIO LAYER-3
AACデコーディングフォーマット：MPEG-4 AAC（Ver. 7.7以前のiTunesでエンコードされたもののみ）
WAVシグナルフォーマット： Linear-PCM、MS ADPCM

FMチューナー部
受信周波数帯域： 76.0 MHz ～ 90.0 MHz
実用感度： 9 dBf（0.8 μV ／ 75 Ω、モノラル、S/N：30 dB）
S/N： 72 dB（IHF-Aネットワーク）
高調波歪率： 0.3 %（65 dBf入力、1 kHz、ステレオ）

0.1 %（65 dBf入力、1 kHz、モノラル）
周波数特性： 30 Hz ～ 15 000 Hz（±3 dB）
ステレオセパレーション： 45 dB（65 dBf入力、1 kHz）

AMチューナー部
受信周波数帯域： 522 kHz ～ 1 629 kHz（9 kHz）
実用感度： 25 μV（S/N：20 dB）
S/N ： 62 dB（IHF-Aネットワーク）

付属品
コードユニット： 1式
取付ネジ類： 1式
取扱説明書： 1
取付説明書： 1
安全上のご注意： 1
保証書： 1
ご相談窓口・修理窓口のご案内： 1

 メモ
●上記の仕様および外観は予告なく変更することがあります。また、この説明書の中のイラストと実物が、
一部異なる場合があります。

前ページからの続き
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<各窓口へのお問い合わせ時のご注意>
「0120」で始まる　　フリーコールおよび　　 フリーダイヤルは、PHS、携帯電話などからはご
使用になれません。また、【一般電話】は、 携帯電話 ・ PHSなどからご利用可能ですが、通話料が
かかります。

修理窓口のご案内
修理をご依頼される場合は、取扱説明書の「故障かな？と思ったら」を一度ご覧になり、故障かどうか
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、① 型名、②ご購入日、③故障症状を具体的に
ご連絡ください。

修理についてのご相談窓口
● お買い求めの販売店に修理の依頼ができない場合

修理受付センター (沖縄県を除く全国)
受付時間 月曜～金曜 9 ： 30～19 ： 00

土曜・日曜・祝日　9 ： 30～12 ： 00、13 ： 00～18 ： 00 （弊社休業日は除く）
ゴー　パイオニア

電話                0120-5-81028   
【一般電話】  03-5496-2023

ファックス 0120-5-81029
インターネットホームページ http://pioneer.jp/support/repair.html
※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ／ビジュアル商品に限ります

沖縄サービスステーション (沖縄県のみ)
受付時間 月曜～金曜　 9 ： 30 ～ 18 ： 00 （土曜 ・ 日曜 ・ 祝日 ・ 弊社休業日は除く）

電話      【一般電話】  098-879-1910
ファックス　098-879-1352

部品のご購入についてのご相談窓口
● 部品 （付属品 ・ リモコン ・ 取扱説明書など） のご購入について

部品受注センター
受付時間 月曜～金曜 9 ： 30～18 ： 00

土曜・日曜・祝日　9 ： 30～12 ： 00、13 ： 00～18 ： 00 （弊社休業日は除く）

電話               0120-5-81095   
【一般電話】  0538-43-1161

ファックス　　　 0120-5-81096　
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<各窓口へのお問い合わせ時のご注意>
「0120」で始まる　　フリーコールおよび　　 フリーダイヤルは、PHS、携帯電話などからはご
使用になれません。また、【一般電話】は、 携帯電話 ・ PHSなどからご利用可能ですが、通話料が
かかります。

ご相談窓口のご案内
パイオニア商品の修理 ・ お取り扱い (取り付け ・ 組み合わせなど) については、 お買い求めの
販売店様へお問い合わせください。

商品についてのご相談窓口
● 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタログのご請求窓口

カスタマーサポートセンター （全国共通フリーコール）
受付時間 月曜～金曜 9 ： 30～18：00

土曜・日曜・祝日　9 ： 30～12：00、13 ： 00～17 ： 00 （弊社休業日は除く）

● カーオーディオ／カーナビゲーション商品
電話                0120-944-111   

【一般電話】03-5496-8016
ファックス　03-3490-5718
インターネットホームページ　http://pioneer.jp/support/
※商品についてよくあるお問い合わせ ・ メールマガジン登録のご案内 ・ お客様登録など　
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